
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1

8

定期考査
○ ○ ○ ○

D 単元
第３章　主張を読み取る
新しい視点を手に入れる
【読むこと】

教材：『システムと変異』
➀本文中の図解を参照しながら、DNA 複製に
ついて本文に書かれていることを、筆者の用
いたキーワードを使って説明する。
②筆者が「」をつかって表現しているのはな
ぜか、話し合う。
③本文におけるキーセンテンスをノートに書
き出し、周囲の人と見せ合って確認する。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。 ○ ○ ○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
キーワードやキーセンテンスを読み取り、言葉には、認
識や思考を支える働きがあることを理解している。
（２）情報の扱い方に関する事項
本教材を通して、主張と論拠など情報と情報の関係につ
いて理解している。
（３）我が国の言語文化に関する事項
実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用につ
いて理解を深めることができている。
ｂ　【読むこと】
　評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などについて叙述を基に的確の捉え、要旨や要
点を把握することができる。
c　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反
応〉／キーワードやセンテンスの読み取りに関心をもっ
ている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的
で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ
方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉

○ ○ ○ 7

C 単元
第２章　ことばは世界をつくる
ことばの働きを確認する
【書くこと】

教材：『羅生門』
①読み手に臨場感が鮮明に伝わる報告文（ル
ポルタージュ）を書くにはどのような工夫が
必要か考える。
②自分の印象に残った体験、あるいは見聞し
た出来事などを題材に、報告文（ルポルター
ジュ）を書いて発表する。
③発表された文章の臨場感について、感想を
述べ合う。

○ ○ ○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
「羅生門」という言葉と通して、言葉には、認識や思考
を支える働きがあることを理解している。とりわけ、下
人と老婆との対話を通して、「盗人になるか」「飢え死
にするか」という「境界線上」にいた下人が、「境界
線」を引き直すことになるのはなぜか、小説の論理の展
開を理解している。また、小説の舞台が「境界線上」に
描かれていることがどのような効果を引き出している
か、考察を深めることができている。
（２）情報の扱い方に関する事項
本教材を通して、主張と論拠など情報と情報の関係につ
いて理解している。
（３）我が国の言語文化に関する事項
　実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用に
ついて理解を深めることができている。
ｂ　【書くこと】
目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決
め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたい
ことを明確にしている。
ｃ　教材の内容、他者との関係、小説のもつ「論理性」
に関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の
態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、もの
の見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業
時の反応〉

○

○ ○

教材：『ことばとは何か』
➀日本語にあってほかの言語にはない名詞に
はどのようなものがあるか調べ、互いに発表
する。
②他の言語における気象用語に関して、日本
語とは「含まれている意味の厚みや奥行きが
違う」例をグループで調べ、それぞれ発表す
る。
③関心のあるテーマを一つ選び、具体例や比
喩を用いて400時程度の文章を書く。書き終
わったら互いに発表する。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

a 　（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
言葉について書かれた本教材を通して、言葉には、認識
や思考を支える働きがあることを理解している。とりわ
け、言語の「差異化」「分節化」という働きについて理
解している。
（２）情報の扱い方に関する事項
本教材を通して、主張と論拠など情報と情報の関係につ
いて理解している。
（３）我が国の言語文化に関する事項
実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用につ
いて理解を深めることができている。
ｂ　【書くこと】
目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決
め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたい
ことを明確にしている。
c　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反
応〉／「ことばとは何か」ということに関心を持ってい
る。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、
ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、
考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉

○

○ ○

○ ○

1

○ ○ 6

態
配当
時数

１
学
期

A 単元 第１章　問うこと語るこ
と       問いかける力を伸ばす
【話すこと・聞くこと】

教材：『私たちにはなぜヒーローが必要なの
か？』
①本文を参考にしながら、過去の自分にとっ
てどのような人物・キャラクターが「ヒー
ロー」だったか、ノートに書き出す。
②数人のグループで、①で書き出した「ヒー
ロー」について互いに紹介する。その際、な
ぜその人物やキャラクターが「ヒーロー」と
感じられたのか、自分の考えを説明する。
③グループで紹介し合ったことを基に、「私
にとってのヒーロー」というタイトルでス
ピーチをする。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。 ○ ○ ○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
「ヒーロー」という言葉を通して、言葉には、認識や思
考を支える働きがあることを理解している。

（２）情報の扱い方に関する事項
「私にとってのヒーロー」というスピーチを通して自分
の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係
について理解することができている。
（３）我が国の言語文化に関する事項
「私たちはなぜヒーローが必要なのか？」という問いか
けから、実社会との関わりを考えるため、とりわけ「物
語」や「小説」といったフィクションが私たちの生活を
支えるために必要不可欠であることを理解し、読書の意
義と効用について理解を深めている。
ｂ　【話すこと・聞くこと】
ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決
め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内
容を検討することができる。
イ）自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考え
を明確にするとともに、相手の反応を予想して論理の展
開を考えるなど、話の構成や展開を工夫すること。
ｃ　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の
態度〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意
深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとし
ている。〈授業時の反応〉

○

○ ○ 7

定期考査
○

B 単元
第２章　ことばは世界をつくる
ことばの働きを確認する
【書くこと】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」
の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりしている。

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとと
もに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしてお
り、言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしてい

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域 評価規準
a 　（知識・技能）
ｂ　（思考力・判断力・表現力）読・書・話聞
ｃ　（主体的に学習に取り組む態度）

知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『現国143－901　ちくま現代の国語』（東京書籍）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

【思考力、判断力、表現力等】 「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

飛鳥 国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

【学びに向かう力、人間性等】 言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

現代の国語



〇 〇 〇 〇 〇 〇

３
学
期

定期考査
1

２
学
期

F 単元
第６章　前提を疑う
情報の背景を読み解く【読む】

教材：『失われた両腕』
①一種の美術評論であるが、筆者の感動がこ
の文章の根底にあることを読み取る。
②倒置や逆説による文の構成や言い換えの表
現が実際には一つのことであることを理解す
る。
③両腕がないことがなぜミロのヴィーナスを
「魅惑的」にしているのかということについ
て考える。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

a
(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
「失われた両腕」を通して、言葉には、認識や思考を支
える働きがあることを理解している。
（２）情報の扱い方に関する事項
自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との
関係について理解することができている。
（３）我が国の言語文化に関する事項
　ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効
果について理解をふかめている。
ｂ【読むこと】
評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握することができる。

I  単元
第９章　情報と社会
情報・資料を読み解く【読む】

教材：『来るべき民主主義』
➀自身が感銘を受けたことのある他者のこと
ばをメモに書き出す。
②グループ内でメモを共有し、質問・説明し
合って、理解を深める。
③一つのことばを選び、身近な問題にあては
めて短い文章にまとめる。

○ ○ ○

H  単元
第８章　深層を探ることば
ことばの連想から文章を書く【書
く】

教材：『「幸福」の概念的変容』
①「イノベーションが重視されだした二〇世
紀以降」の時代とはどのようなものか、その
特徴をまとめる。
②本文の例とは別に、古代・中世・近代それ
ぞれの時代で「理想の人生」がどのように変
化してきたか、その背景とともに調べ、文章
にしてまとめる。
③自分にとっての「幸福」とは何か、ノート
にまとめる。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

1

G 単元
第６章　前提を疑う
情報の背景を読み解く【読む】

○ ○ 8

○ ○

1

合計

70

○ ○ 7

○ ○ 7

○ ○

○ ○ 8

○ 6

定期考査

○ ○ ○ ○

教材：『マルジャーナの知恵』
➀「マルジャーナの知恵」を参考に、グルー
プで、印象に残っている昔話や寓話、エピ
ソードを持ち寄り、なぜそれらが語り継がれ
てきたのかを話し合う。
②➀の物語の中に、現代の私たちにとっての
どのような意味や教訓が発見できるか、話し
合う。
③②で見つけた意味や教訓が明確に伝わるよ
うに表現の仕方を工夫して、グループごとに
物語を発表する。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
寓話やエピソードを効果的に用いた本教材を通して、言
葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解して
いる。
（２）情報の扱方に関する事項
自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との
関係について理解することができている。
（３）我が国の言語文化に関する事項
　実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果に
ついて理解をふかめている。
ｂ【読むこと】
評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点
を把握することができる。
ｃ　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の
反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意
深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとし
ている。〈授業時の反応〉

○

J 単元
第10章　主張を論理的に伝える
筋道をたてて論述する。【書く】

教材：『リスクと近代社会』
①本文中にある筆者の問いかけとその解答を
順序立ててまとめ、要旨を二〇〇字以内で書
く。
②現代社会の具体的なリスクを一つ挙げ、考
えられる対策とその問題点について分析し、
自分の考えをまとめる。
③「リスク社会」に生きる私たちに求められ
ていることは何か、本文を踏まえた上で、考
察を文章にまとめる。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
意見文を書くことを通して、言葉には、認識や思考を支
える働きがあることを理解している。

（２）情報の扱い方に関する事項
主張と論拠など情報と情報との関係について理解してい
る。
（３）我が国の言語文化に関する事項
　実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果に
ついて理解をふかめている。
ｂ【書くこと】
目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決
め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたい
ことを明確にしている。

ｃ　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の
反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意
深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとし
ている。〈授業時の反応〉

○

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
本教材を通して、筋道を立てて論述する仕方を学ぶ中
で、言葉には認識や思考を支える働きがあることを理解
している。
（２）情報の扱い方に関する事項
主張と論拠など情報と情報との関係について理解してい
る。
（３）我が国の言語文化に関する事項
実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果につ
いて理解をふかめている。
ｂ【読むこと】
評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点
を把握することができる。
ｃ　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の
反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意
深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとし
ている。〈授業時の反応〉

○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
本教材を通して、抽象的な事柄についても言葉にするこ
とで、言葉が認識や思考を支える働きがあることを理解
している。
（２）情報の扱い方に関する事項
自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との
関係について理解することができている。
（３）我が国の言語文化に関する事項
実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果につ
いて理解をふかめている。
ｂ【書くこと】
目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決
め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたい
ことを明確にしている。
ｃ　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の
反応〉／具体と抽象の関係に関心を持っている。〈発
問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、ほかの人
の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を
深めようとしている。〈授業時の反応〉

○

定期考査
○ ○ ○ ○

○ 7

E 単元
第５章　話し合いから議論へ
説得することばを身につける【話
す・聞く】

教材：『〈私〉時代のデモクラシー』

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。
➀「近代社会」と「伝統的な社会」を比較
し、「近代社会」の特徴を箇条書きでまとめ
る。
②「デモクラシー」（民主政治）の成り立ち
について調べ、その結果をグループで共有す
る。
③筆者の意見を踏まえて、関心を持った社会
問題やニュースについて議論する。

○ ○ ○

a
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きが
あることを理解している。
（２）情報の扱い方に関する事項
社会についての自分の主張を行う際に、主張と論拠など
情報と情報との関係について理解することができてい
る。
（３）我が国の言語文化に関する事項
デモクラシーなど実社会との関わりを考えるための読書
の意義と効果について理解をふかめている。
ｂ【話すこと・聞くこと】
目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、
様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を
検討することができる。
ｃ　教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の
反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意
深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとし
ている。〈授業時の反応〉

○ ○

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第1 年次 1 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

２
学
期

〇 〇

D『枕草子』［九月ばかり］　清少納言
・話の展開や主題の把握など、随筆を読む
基本的な方法を習得する。
・古文を正しく音読し、語注を参考にして
現代語訳ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現に即して的確に読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】  ・独自の
視点について考察し、表現上の効果を捉え
る。
・章段の表現的特徴と主題を的確に読み取
る。

『枕草子』　清少納言
・話の展開や主題の把握など、随筆を読
む基本的な方法を習得する。
・登場人物の心理や行動の意味を、表現
に即して的確に読み取る。
・作品独自の視点について考察し、表現
上の効果について考える。
・音読、現代語訳。
・古典作品と近代以降の文章の関わりの
理解・各作品の表現的特徴と主題の読み
取り。

・形容詞・形容動詞の活用

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

〇

1

1

B　単元　漢文入門／［論語］
漢文の基礎
【知識及び技能】
・漢文の構造と訓読の方法について理解す
る。
・音読を繰り返して訓読に慣れる。
・「恕」「直」という言葉の意味と由来を
理解する。
・漢語の構造に日本文と語順が同じものと
語順が異なるものとがあることを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文訓読によって出来上がる「漢文脈」
について認識する」
・頻出する漢文の基本構造について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文を学習する意義を認識する。
・登場人物や時代背景に注意しながら内容
を理解する。

①『論語』「子貢問曰」（衛霊公）「葉
公」（子路）「子貢問政」（顔淵）など
①漢文入門
・漢文を学習する意義。
・漢文の構造と訓読の方法。
・漢語の構造理解。

②論語
・訓読。
・言葉の意味と由来の理解。
・内容理解。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。
・音読、現代語訳。
・「ば」の用法など、古典文法の基礎。
・「恕」とは何か、孔子の考え方を知
る。
・葉公と孔子の「直」についての、それ
ぞれの考え方を知る。
・孔子が政に重要だと考えているものは
何か、知る。
　
③動詞の活用（四・上一・下一・上二・
下二）
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

【知】「漢文」とは何かを理解している。
【知】日常生活で使う漢語について、その構造を理解して
いる。
【知】漢和辞典の使い方を理解している。
【知】送り仮名の原則や主な返り点の決まりについて理解
している。
【知】書き下し文の決まりや置き字について理解してい
る。
【知】主な再読文字の読みと意味について理解している。
【知】主な返読文字について理解している。
【知】漢文特有の構造について理解している。
【思】漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読
している。
【思】場面と登場人物の言動を整理し、登場人物の意見に
ついて自分の考えを述べている。
【態】範読を聞き、書き下し文を参考にして、積極的に音
読している。
【態】日常使う漢語、格言、成句の意味を漢和辞典で調
べ、その由来を調べている。
【態】返り点や書き下し文の決まりに則って、漢文を書き
下し文に改める練習を繰り返し行っている。
【態】「恕」や「直」という言葉の意味を漢和辞典を用い
て調べている。
【態】孔子の考え方や、葉公と孔子の意見の相違につい
て、周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合ってい
る。

6

定期考査

【知】全文を正しく音読している。
【知】作者への理解を深めている。
【知】歴史的仮名遣いを理解したうえで、本文を正しく音
読している。
【知】重要古語の意味を理解している
【知】日本の随筆についての文学史的知識を身につけてい
る。
【思】環境の捉え方を的確に読み取っている。
【思】筆者独自の視点について理解している。
【思】作品の主題について考察している。
【思】脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳してい
る。
【思】主題を理解し、清少納言の独自性について的確に捉
えている。主本文中の難解な語句や表現を古語辞典などを
用いて調べている。
【態】清少納言とその作品について知っていることを発表
するなどして、教材への関心を高めている。

〇 〇 〇 7

〇 13

定期考査

１
学
期

A 単元　　　　　　　　　　　　　　　古
文入門／［児のそら寝］
【知識及び技能】
・古語と現代語の違いを理解する。
・句読点に注意しながら、正しく音読す
る。
・歴史的仮名遣いを理解する。

　
【思考力、判断力、表現力等】
・傍訳と脚注を参考にしながら、本文の内
容を正しく理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
・古文を学習する意義を理解し、古文や古
文に描かれた世界に関心を持つ。

①古文の基礎知識（歴史的仮名遣い、品
詞）
②『宇治拾遺物語』「児のそら寝」など
　
・古語と現代語の違い。
・音読。
・歴史的仮名遣い。
・本文の内容理解。
・児の心情読み取り。
③動詞の活用（四・上一・下一・上二・
下二）
　
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

〇 〇 〇

【知】知歴史的仮名遣いを理解したうえで、本文を正しく
音読している。
【知】知古語辞典の使い方を理解している。
【知】知重要古語の意味を理解している。【思】傍訳と脚
注を参照しながら、僧たちの一連の行動、児の心理の推移
などの内容を理解している。
【思】「児のそら寝」の話のおもしろさについて考え、自
分の意見を述べている。
【思】翻案の手順に従って、「児のそら寝」に基づいた物
語を工夫して書いている。
【思】本文の内容に基づいて、児の心情を「心の中のつぶ
やき」の形式で表現している。主範読を参考にして、積極
的に音読している。
【態】現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の
意味を、古語辞典を用いて調べている。
【態】現代語訳に取り組み、説話の内容を理解しようとし
ている。
【態】この話のおもしろさについて、周りの意見に耳を傾
けながら積極的に話し合っている。

〇 〇

C　単元　徒然草／［奥山に猫またといふ
もの］
 
【知識及び技能】
・正しく音読し、脚注を参考にして現代語
訳ができるようにする。
・古典文法の基礎を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・主題を理解し、時代背景や当時の倫理観
を読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動や心理、または作者の考
えなどを的確に捉え、章段のおもしろさを
理解する。

①『徒然草』「奥山に猫またといふも
の」
・音読、現代語訳。
・古典文法の基礎。
・文章の内容を、構成や展開に即して捉
える。
・主題理解。時代背景や当時の価値観を
読み取る。
・登場人物の行動や心情、または作者の
考えの理解。

②動詞の活用（カ変・サ変・ナ変・ラ
変）
                                ☆題
材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

【知】言葉のまとまりを的確に押さえて、正しく音読して
いる。
【知】重要古語の意味を理解している。
【知】文法事項を理解している。
【思】脚注を参照しながら、話の展開を理解している。
【思】古語の意味を理解し、主語を明らかにして、正確に
現代語訳している。
【思】登場人物に関する心情や訓戒等を理解し、顛末につ
いて考えている。
【態】範読を参考にして、積極的に音読している。
【態】現代語にはない語や、古今異義語の意味を、古語辞
典を用いて調べている。
【態】脚注を参考にしながら、随筆の内容を積極的に理解
しようとしている。
【態】話の特徴を理解し、現代の人々との違いについて積
極的に考えている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理
的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする
力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

6

飛鳥 国語 言語文化
国語 言語文化 2

【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨
き，言葉を効果的に使おうとしている。

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『 探求 言語文化 改訂版』（桐原書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

【思考力、判断力、表現力等】
「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理
解を深めようとしている。



○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 7〇 〇 〇

1

【知】全文を正しく音読している。
【知】重要古語の意味を理解している。
【知】助動詞「らむ」、助詞「さへ」、「なむ」の識別、
基本的な文法事項を理解している。
【知】歌物語における和歌の役割を理解している。
【知】和歌の修辞技法（序詞・掛詞・縁語・折り句）を理
解している。
【知】文学史的知識を身につけている。読脚注を参照しな
がら、本文を正確に現代語訳している。
【思】登場人物の関係や物語の展開に注意し、内容を正確
に読み取っている。                 【思】範読を参考に
して、積極的に音読している。
【思】重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。
【思】周りの意見に耳を傾けながら、積極的に話し合って
いる。
【態】「伊勢物語」全体の構成・内容について関心を持
ち、調べている。
【態】歌物語の系統を引く作品に関心を持ち、調べたり読
んだりしている。

〇 〇

【知】全文を正しく音読している。
【知】重要古語の意味を理解している。
【知】係り結びについて理解している。
【知】音便について理解している。
【知】敬語表現の種類や用法について理解している。
【知】「平家物語」について、文学史的知識を身につけて
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思】
脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。
【思】文体の特徴を理解しながら、生き生きと音読してい
る。
【思】全体の構成や展開に注意し、内容を正確に読み取っ
ている。
【思】［祇園精舎］冒頭の文章に表れている思想を理解
し、作者の意図を的確に読み取っている。
【思】［木曽の最期］登場人物の心情を話の展開に即して
的確に読み取り、木曽義仲と巴の結びつき、義仲と今井四
郎の結びつきとを、比較・対照しながら理解している。
【態】範読を参考にして、積極的に音読している。
【態】重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。
【態】源平の合戦をめぐる時代状況について関心を持ち、
調べている。
【態】武士の装束、武具と戦のありさまなどについて関心
を持ち、調べている。

〇 〇 〇 8

H『平家物語』［木曽の最後］
【知識及び技能】
・正しく音読し、語注を参考にして現代語
訳ができるようにする。
・係り結び、音便、敬語など文法事項への
理解を深め、古文の内容を正確に把握する
力を養う。
【思考力、判断力、表現力等】    ・軍記
物語の表現上の特色を理解し、優れた表現
に親しむ。
・物語の内容を理解し、登場人物の行動や
心情を読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】    ・生き
生きと音読し、語り物としての作品の魅力
を味わう。

『平家物語』「木曽の最期」
・音読、現代語訳。
・係り結び、音便、敬語など文法事項。
・内容把握。
・軍記物語の表現上の特色理解。
・登場人物の行動や心情読み取り。
・平曲を鑑賞する。

 

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

〇 〇 〇

２
学
期

定期考査

〇 〇 〇

F単元　                      『伊勢物
語』［芥川］
【知識及び技能】
・正しく音読し、語注を参考にして現代語
訳ができるようにする。
・助詞や助動詞など文法事項への理解を深
め、古文の内容を正確に把握する力を養
う。
・敬語表現の概要について理解する。・和
歌の修辞技法への理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】     ・和
歌の修辞技法への理解を深める。
・歌物語における和歌の役割を理解する。
・本文の展開や和歌の解釈に留意して内容
を理解し、当時の社会のありさまや登場人
物の心情を捉える。

【学びに向かう力、人間性等】・登場人物
の行動やその背景にある心情について、自
分の考えを発表したり文章で表現したりで
きるようにする。

①『伊勢物語』「芥川」  など
・音読、現代語訳。
・助詞や助動詞など文法事項への理解。
内容把握。
・敬語表現の概要理解。　　　　    ・
和歌の修辞技法。
・歌物語における和歌の役割。
当時の社会のありさまや登場人物の心情
を捉える。

　
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

定期考査

３
学
期

1

〇 〇 〇 6

E 単元　『戦国策』［漁夫之利］
【知識及び技能】
・漢文の構造と訓読の方法について理解す
る。
・音読を繰り返して訓読に慣れる。
・「漁夫之利」という言葉の意味と由来を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・両者が言い争った結果、何が起こったか
を理解する。
・頻出する漢文の基本構造について理解す
る。                            【学び
に向かう力、人間性等】
・漢文を学習する意義を認識する。
・登場人物や時代背景に注意しながら内容
を理解する。

①故事成語
・書き下し文の方法。
・漢文の構造と訓読の方法。
・漢文の文脈理解。

②漁夫之利
・訓読。
・言葉の意味と由来の理解。
・内容理解。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

【知】漢和辞典の使い方を理解している。
【知】送り仮名の原則や主な返り点の決まりについて理解
している。
【知】書き下し文の決まりや置き字について理解してい
る。
【知】漢文に特有の語や、仮定形の句形について、その読
みと意味を理解している。
【知】「漁夫之利」という言葉の意味と由来を理解してい
る。
【思】書き下し文を参照しながら、漢文を正しく音読して
いる。
【思】訓点に従い、置き字や再読文字、返読文字の用法に
注意しながら、漢文を正しく書き下し文に改めている。
【思】置き字や再読文字、返読文字の用法に注意しなが
ら、漢文を現代語訳している。
【思】漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読
している。
【思】脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳してい
る。
【思】場面と発話者の言動を整理した上で、結果的に何が
起こったか把握している。
【態】範読を聞き、書き下し文を参考にして、積極的に音
読している。
【態】日常使う漢語、格言、成句の意味を漢和辞典で調
べ、その由来を調べている。
【態】返り点や書き下し文の決まりに則って、漢文を書き
下し文に改める練習を繰り返し行っている。
【態】「漁夫之利」という言葉の意味と由来を漢和辞典を
用いて調べている。

G 単元　『十八史略』［臥薪嘗胆］
【知識及び技能】
・漢文の構造と訓読の方法について理解す
る。
・音読を繰り返して訓読に慣れる。
・「臥薪嘗胆」という言葉の意味と由来を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・出来事についての「父」と「人皆」の反
応が異なること及びその理由について理解
する。
・頻出する漢文の基本構造について理解す
る。                            【学び
に向かう力、人間性等】
・漢文を学習する意義を認識する。
・登場人物や時代背景に注意しながら内容
を理解する。

①故事成語
・書き下し文の方法。
・漢文の構造と訓読の方法。
・漢文の文脈理解。

②臥薪嘗胆
・訓読。
・言葉の意味と由来の理解。
・内容理解。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

【知】漢和辞典の使い方を理解している。
【知】送り仮名の原則や主な返り点の決まりについて理解
している。
【知】書き下し文の決まりや置き字について理解してい
る。
【知】漢文に特有の語や、否定形の句形について、その読
みと意味を理解している。
【知】「臥薪嘗胆」という言葉の意味と由来を理解してい
る。
【思】書き下し文を参照しながら、漢文を正しく音読して
いる。
【思】訓点に従い、置き字や再読文字、返読文字の用法に
注意しながら、漢文を正しく書き下し文に改めている。
【思】置き字や再読文字、返読文字の用法に注意しなが
ら、漢文を現代語訳している。
【思】漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読
している。
【思】脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳してい
る。
【思】場面と登場人物の言動を整理し、夫差及び子胥の判
断について自分の考えを述べている。
【態】範読を聞き、書き下し文を参考にして、積極的に音
読している。
【態】日常使う漢語、格言、成句の意味を漢和辞典で調
べ、その由来を調べている。
【態】返り点や書き下し文の決まりに則って、漢文を書き
下し文に改める練習を繰り返し行っている。
【態】「臥薪嘗胆」という言葉の意味と由来を漢和辞典を
用いて調べている。
【態】子胥及び夫差の判断について、周りの意見に耳を傾
けながら積極的に話し合っている。

7



○

I 漢詩　五言律詩／七言律詩
「送元二使安西」
「送友人」
【知識及び技能】                ・杜
甫、李白について、文学史的知識を持つ。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢詩の簡潔な表現に込められた内容や情
感を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・律詩を音読し、それぞれの詩のリズムを
味わう。

「送元二使安西」
「送友人」
                          ・音読。
・内容や情感を理解。
・律詩の表現形式。
・杜甫、李白について。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

〇 〇 〇

○ ○ ○

1
合計

70

【知】絶句・律詩の形式を理解している。
【知】各詩の詩形・押韻を正確に理解している。
【知】それぞれの詩の対句表現について、何と何が対照さ
れているか、正確に理解している。
【知】漢文に特有な語について、その読みと意味を理解し
ている。
【知】各詩に登場する地名について、その位置関係を理解
している。
【知】作者の生涯について文学史的な知識を持っている。
【思】漢詩のリズムを意識しながら、正確に音読してい
る。
【思】脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。
【思】対句の構成を的確に捉えている。
【思】詩に込められた心情を的確に捉えている。
【態】範読を参考にして、積極的に音読している。
【態】押韻・対句、語句の意味などを漢和辞典を活用して
調べている。
【態】詩中に登場する地名について、地図で位置を確認し
ている。
【態】作者の生涯について調べ、詩の内容への理解を深め
ようとしている。

〇 〇 〇 6

３
学
期

定期考査

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２年次用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

２
学
期

○ 10

C 単元 評論Ⅳ
【知識及び技能】
・評論の読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の対比関係に注目して、論
理構造や筆者の主要な見解をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・心とは何かついて理解を深める。

教材：『ロボットは心を持つか』黒
崎政男　『そもそも心とは何か』石
黒浩
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】文や文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活
用している。(1)ウ
【思】情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、
自分の立場や論点を明確にして、主張を支える
適切な根拠を確実にそろえている。(1)イ
【態】本文内容の正しい理解を踏まえて、心と
は何かということについての筆者の考えを収集
し、読み手を意識しながらわかりやすく丁寧に
レポートにまとめようとしている。 ○ ○

○ ○ ○ 10

一学期期末考査

○ ○ ○ 10

一学期中間考査
１
学
期

A 単元 評論Ⅰ
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理展開が明確な評論文の読解を
通して、論理展開を丁寧にたどる姿
勢と力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・「ともに生きる」ことについて、
自分自身のあり方も踏まえて理解を
深める。

教材：『いのちは誰のものか？』鷲
田清一、〈知〉の深化『晴れた空の
下で』江國香織
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解を深め、積
極的に活用している。(1)エ
【知】主張とその前提や反証など情報と情報と
の関係について理解を深め、自らの主張に積極
的に取り入れている。(2)ア
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【思】関連する文章を基に、書き手の立場や目
的を考えながら、内容の解釈を多角的に深めて
いる。(1)オ
【態】本文の内容を踏まえて「いのちは誰のも
のか」について話し合い、自分の考えを深める
とともに、話し合いを経て考えたことを的確に
まとめようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

B 単元 論文を読む
【知識及び技能】
・論文の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理の展開を捉え、変身について
の筆者の考えを把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
・論文の内容をきっかけとして、小
説「山月記」に関心を抱く。

教材：『変身に伴う快楽と恐れ－｢山
月記｣を通じて』宮原浩二郎
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張　を正し
く理解し、わかりやすくま　とめようとしてい
る。 また、引　用された小説の内容に関心をも
ち、調べたり読んだりしている。

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

探求論理国語（桐原書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

思 態
配当
時数

知

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

飛鳥 国語 論理国語
国語 論理国語 2

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



10

三学期学年末考査
〇 〇 〇

合計

70

G 単元 評論Ⅴ
【知識及び技能】
・評論の読み方を習得する。
・長文の評論を読み、二項対立を基
本とした論構成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「民主主義」「自由」「近代化」
など、普遍的なテーマへの理解を深
める。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の近代化の特質とその問題点
を論じた内容を、現代の課題として
捉え直す。

教材：『「である」ことと「する」
こと』丸山真男
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引用された小説の内容に関心をもち、調
べたり読んだりしている。

○ ○

２
学
期

○ ○

３
学
期

○

○

【知】文や文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活
用している。(1)ウ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】本文の内容を踏まえて、「民主主義」や
「自由」について考え、現代日本に必要なこと
はどういうことかについて話し合い、自分の考
えを深めるとともに、話し合いを経て考えたこ
とを的確にまとめようとしている。

○ ○ ○

〇 〇

○○

【知】文や文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活
用している。(1)ウ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】本文内容の正しい理解を踏まえて、言語
と物語の関係についての筆者の主要な見解をわ
かりやすく丁寧にまとめようとしている。

○ ○

〇

10

二学期中間考査

10

二学期期末考査

F 単元 論文を読む
【知識及び技能】
・論文の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理の展開を捉え、「こころ」に
おける「先生」の淋しさの本質につ
いて理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・論文の内容をきっかけとして、小
説「こころ」に関心を抱く。

教材：『淋しい人間－｢こころ｣を通
じて』山崎正和
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

E 単元 評論Ⅲ
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文理解に欠かせないキーフレー
ズを見つけ、内容を的確に理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・具体例の働きを理解して、論旨や
筆者の主要な見解をつかむ。

教材：『現実・相貌・物語』野矢茂
樹
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

D 単元 境界をこえて
【知識及び技能】
・評論の読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文学においてのみ「見えぬものを
見る」ことが可能になるという筆者
の主張を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・文学における「境界」の意味につ
いて思索を深める。

教材：『見えぬものを見るというこ
と』浅田次郎
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】文や文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活
用している。 (1)ウ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】本文内容の正しい理解を踏まえて、「見
えぬものを見る」文学の働きについて多角的に
考察し、読み手を意識しながらわかりやすく丁
寧にまとめようとしている。

○ ○ ○ 10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 1 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話
・
聞

書 読

○ ○

○ ○ ○

4

定期考査 ○ ○ ○

D 単元:随筆㈡
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対する
作者の思想や感情を読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題に
沿って作者の考えをまとめさせる。

教材：ゆく河の流れ（方丈記）
・「世の中にある人と栖と、またかく
のごとし」について、「人と栖」が何
とどのように同じなのか、説明する。
・「無常」に対する作者の考えについ
て、説明する。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

【知】古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズ
ム、修辞などの表現の特色について理解を深めている。［⑴
エ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典
特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作者の考
えを説明しようとしている。

○

6

A 単元：歌物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
物語を読んで、登場人物の行動や心理を
的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語における和歌の役割を知って、平
安時代の文学への関心を高めさせる。

教材：初冠（伊勢物語）
・それぞれの歌について修辞法を確認
する。
・「男」が着ていた「狩衣の裾」を切
り取って歌を書いたのはなぜか、考え
る。
・「かくいちはやきみやび」とは
「男」のどのような言動を指して言っ
たものか、説明する。
・「春日野の……」の歌と「みちのく
の……」の歌の類似点・相違点を考え
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の
解釈を深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］
【態】粘り強く「春日野の…」歌と「みちのくの…」歌を比
較し、学習課題に沿って類似点・相違点を整理しようとして
いる。

C 単元:説話
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
話の構成や展開を把握し、登場人物の行
動や心理を捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話が示す教訓性について考察
させる。

教材：小式部内侍が大江山の歌の事（古今著
聞集）
・「丹後へ遣はしける人は参りたりや」と
は、どのようなことを言おうとしたのか説明
する。
・「大江山……」の歌で、小式部内侍が伝え
ようとしたことを説明する。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放ちて、逃げ
られけり」とは、誰がなぜそのようにしたの
か説明する。
・「大江山」はどのような教訓を示すために
収録されていると考えられるか話し合う。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】読むこと」において、必要に応じて書き手の考えや目
的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展
開、表現の特色について評価している。［Ａ⑴ウ］
【態】積極的に説話が示す教訓性について考察し、学習課題
に沿って話し合いに参加しようとしている。 ○ ○ ○ 8

定期考査

B 単元：随筆㈠
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対する
作者の思想や感情を読み取る。また、文
章に描かれている観念性・抽象性の高い
内容を、構成や展開に即して的確に捉え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
「枕草子」の随想的章段・類聚的章段・
日記的章段におけるそれぞれの特色を理
解させる。

教材：すさまじきもの（枕草子）
・　第二段落では、何が「すさまじき
もの」とされているか。まとめる。
・「ゆるぎありきたるも、いとをか
し。すさまじげなり」とはどういうこ
とか。説明する。
・現代語「すさまじい」の意味を調
べ、古語「すさまじ」からの意味変遷
の歴史をまとめる。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典
特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】「すさまじ」の意味変遷の歴史について進んで調べ、
学習の見通しをもって本文理解を深めようとしている。

○ ○ ○

高等学校精選古典探究（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

思 態

8

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

○

飛鳥 国語 古文講読２
国語 古文講読２ 2

知

○ ○

古文講読２

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感
じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分
の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典
に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自
覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。



○ ○ ○

合計

○ ○ ○ 6

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めた
りしている。［Ａ⑴オ］
【態】登場人物の心情とそこから浮かび上がる人物像につい
て粘り強く考察し、今までの学習を生かして話し合いに参加
しようとしている。

70

定期考査

３
学
期

〇 〇 〇 〇 〇 〇

8

I 単元：歴史物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史物語を読んで、登場人物の行動や心
理を、話の展開に即して読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動とそこから浮かび上がる
人物像について考察させる。

教材：花山天皇の出家（大鏡）
・「さりとて」「さりとも」「さるこ
と」の「さり」「さる」が指す内容を
説明する。
・花山天皇の出家はどのように行われ
たのか、道兼の行動に注意しながらま
とめる。
・花山天皇と道兼の人物像をまとめ
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○

N 単元：歴史物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史物語を読んで、登場人物の行動や心
理を、話の展開に即して読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動とそこから浮かび上がる
人物像について考察させる。

教材：弓争ひ（大鏡）
・道長と伊周はそれぞれどのような人
物として描かれているか、まとめる。
・道隆が、「色青く」なったり、「な
射そ」と言ったりした理由を考える。
・「いま二度延べさせ給へ」という発
言の真意はどこにあるのか、話し合
う。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典
特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像につい
て粘り強く考察し、学習課題に沿ってまとめようとしてい
る。

○ ○ ○

○ ○ ○

G  単元:物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
長編物語を読んで、登場人物の行動や心
情を的確に読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
「源氏物語」の内容や構成に関心を持
ち、平安時代の物語文学への理解を深め
させる。

教材：光源氏誕生（源氏物語）
・帝が「桐壺の更衣」を寵愛すること
に対し、まわりの人々はどう思った
か、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」とに
対する帝の接し方の違いを説明する。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の人
物像について考える。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

8

定期考査

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、古典の作品や文章について、
内容や解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めた
りしている。［Ａ⑴オ］
【態】登場人物の心情とそこから浮かび上がる人物像につい
て粘り強く考察し、今までの学習を生かして話し合いに参加
しようとしている。

○ ○ ○ 8

H 単元:物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
長編物語を読んで、登場人物の行動や心
情を的確に読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
「源氏物語」の内容や構成に関心を持
ち、平安時代の物語文学への理解を深め
させる。

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典
特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習課題に
沿って自分の考えを説明しようとしている。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典
特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に作者の心情をとらえ、学習の見通しをもって
自分の考えを説明しようとしている。 ○ ○

２
学
期

○

○

教材：若紫（源氏物語）
・「生ひ立たむ……」と「初草の…
…」の歌について、「若草」「露」
「初草」が何をたとえているか、それ
ぞれの歌は何を訴えようとしている
か、説明する。
・光源氏は「女子」のどこに興味をひ
かれているのか、説明する。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

定期考査

8

F 単元:日記文学㈠
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日記を読んで、登場人物の行動や心理を
的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
回想日記の特質を知って、平安時代の文
学への関心を高めさせる。

教材：東路の道の果て（更級日記）
・物語を読みたいと思う気持ちが表れ
ている表現を順に抜き出す。
・「人知れずうち泣かれぬ」という作
者の気持ちを説明する。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典
特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に作者の心情をとらえ、学習の見通しをもって
自分の考えを説明しようとしている。

○ ○ ○ 6

E 単元:日記文学㈠
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日記を読んで、登場人物の行動や心理を
的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
回想日記の特質を知って、平安時代の文
学への関心を高めさせる。

教材：うつろひたる菊（蜻蛉日記）
・作者の感情が表れている箇所を抜き
出し説明する。
・歌の解釈。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更
することがある。

○ ○ ○

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

6

D 単元:説話
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
話の構成や展開を把握させ、登場人
物の行動や心理を捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話が示す教訓性について
考察させる。

「小式部内侍が大江山の歌の事」（古今
著聞集）など
・「丹後へ遣はしける人は参りたりや」
とは、どのようなことを言おうとしたの
か説明する。
・「大江山……」の歌で、小式部内侍が
伝えようとしたことを説明する。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放ちて、
逃げられけり」とは、誰がなぜそのよう
にしたのか説明する。
・「大江山」はどのような教訓を示すた
めに収録されていると考えられるか話し
合う。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変更す
ることがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】読むこと」において、必要に応じて書き
手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈する
とともに、文章の構成や展開、表現の特色につ
いて評価している。［Ａ⑴ウ］
【態】積極的に説話が示す教訓性について考察
し、学習課題に沿って話し合いに参加しようと
している。

○ ○ ○ 5

A 単元：歌物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
物語を読んで、登場人物の行動や心
情を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語における和歌の役割を知り、
平安時代の文学への関心を高めさせ
る。

「渚の院」「小野の雪」（伊勢物
語）など
・それぞれの歌について修辞法を確
認する。
・本文と和歌の関係や登場人物の心
情について考え、説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。 ○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、作品の成立した
背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古
典などを読み、その内容の解釈を深め、作品の
価値について考察している。［Ａ⑴エ］
【態】和歌について学び、本文や登場人物との
関係について整理しようとしている。

○ ○ ○

○

【知】時間の経過による言葉の変化や、古典が
現代の言葉の成り立ちにもたらした影響につい
て理解している。［⑵ウ］
【思】「読むこと」において、古典の作品や文
章を多面的・多角的な視点から評価することを
通して、我が国の言語文化について自分の考え
を広げたり深めたりしている。［Ａ⑴ク］
【態】朗読から受ける印象の違いを話し合う活
動において、積極的に話し合いに参加してい
る。 ○ ○ ○ 12

思 態
配当
時数

１
学
期

B 単元：随筆
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対
する作者の思想や感情を読みとら
せ、文章に描かれている観念性・抽
象性の高い内容を、構成や展開に即
して的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
各作品におけるそれぞれの特色を理
解させる。

「二月つごもりごろに」（枕草子）
「飛鳥川の渕瀬」（徒然草）など
・「宰相の御いらへを……心一つに
苦しきを」について、ここで作者が
配慮していることは何か。説明す
る。
・「なほ内侍に奏してなさむ」と
は、誰をどのように評しているの
か。説明する。
・何について「無常」としているの
か、前半と後半に分けて考え、説明
する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】語彙について進んで調べ、学習の見通し
をもって本文理解を深めようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 10

C 単元：故事
【知識及び技能】
・「知音」「呉越同舟」という言葉
の意味と由来を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、古典の作品
や文章を多面的・多角的な視点から
評価することを通して、我が国の言
語文化について自らの考えを広げ、
深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・比較的短い文章を読み、漢文を読
む楽しみを味わわせる。
・故事や寓話に込められた古代中国
人のものの見方・考え方を会得させ
る。

「知音」（呂氏春秋）「呉越同舟」
（孫子）など
・訓読で教材を朗読する。
・音読みによる直読で教材を朗読す
る。
・口語訳で教材を朗読する。
・二種類の朗読から受ける印象の違
いを話し合う。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。 ○ ○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

高等学校精選古典探究（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

飛鳥 国語 古典探究
国語 古典探究 4

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に作者の心情をとらえ、学習の見
通しをもって自分の考えを説明しようとしてい
る。

○ ○ ○ 10

２
学
期

○ 16

M 単元：不思議な世界
【知識及び技能】
・中国の小説による日本文化への影
響を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・長めの文章を読むことによって訓
読の方法に習熟し、漢文の読解力を
高めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容をもとに、物語の解釈
を自分なりに考察させる。

「売鬼」（捜神記）など
・鬼の特徴をまとめる。
・宋定伯が鬼を売ることができた理
由を話し合う。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

E I単元：日記文学
【知識及び技能】
・日記を読んで、人間、文学、社会
などに対する作者のものの考え方や
感じ方を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の内容を構成や展開に即して
的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・回想日記の特質を知って、女流日
記文学への関心を高めさせる。

「うつろひたる菊」（蜻蛉日記）
「日本紀の御局」（紫式部日記）
「源氏の五十余巻」（更科日記）な
ど
・作者と兼家との間起こった出来事
を時系列で整理する。
・「嘆きつつ……」の歌の贈り方に
込められた作者の心情について話し
合う。
・左衛門の内侍の行為について説明
する。
・左衛門の内侍の行為について、作
者はどのように感じているか、また
その理由についてまとめる。
・源氏物語への憧憬について、作者
の心情を説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めるている。
［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】本文から読みとった情報をふまえて、主
体性をもって話し合いに参加しようとしてい
る。

○ ○ ○ 12

12

H 単元：中国の詩
【知識及び技能】
・作者の生涯やこの詩が作られた背
景について理解させる。
・詩の形式と、押韻・対句などの技
巧を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩句に込められた作者の心情を把
握させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・作者が詩で描いた思いについて、
話し合いを通して考えを深める。

「九月九日憶山東兄弟」（王維）な
ど
・単元内の教材の学習をふまえて、
漢詩の規則を確認する。
・各漢詩の内容を把握するととも
に、漢詩に込められた心情を理解す
る。
・季節や学校生活等をテーマとした
絶句作品を作る。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典の作品や文章に表れている、言葉の
響きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。［⑴エ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて，構成や展開などを的確に捉えている。
［Ａ⑴ア］
【態】漢詩の創作に粘り強く取り組んでいる。

○ ○ ○ 16

E 単元:随筆㈡
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対
する作者の思想や心情を読みとらせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題
に沿って作者の考えをまとめさせ
る。

「ゆく川の流れ」（方丈記）など
・「世の中にある人と栖と、またか
くのごとし」について、「人と栖」
が何とどのように同じなのか、説明
する。
・「無常」に対する作者の考えにつ
いて、説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。 ○ ○ ○

【知】古典の作品や文章に表れている、言葉の
響きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。［⑴エ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】進んで作品内容を解釈し、学習課題に
沿って作者の考えを説明しようとしている。

○ ○ ○

G  単元:物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
長編物語を読んで、登場人物の行動
や心情を的確に読みとらせる。
【学びに向かう力、人間性等】
「源氏物語」の内容や構成に関心を
持ち、平安時代の物語文学への理解
を深めさせる。

「光る君誕生」「若紫」（源氏物
語）など
・帝の桐壺の更衣への寵愛に対す
る、周囲の人々の反応を説明する。
・兄と光源氏とに対する帝の接し方
の違いを説明する。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の
人物像について考える。
・若紫との出会いの場面について、
状況を理解する。
・なぜ若紫に惹かれるのか、藤壺と
の関係をふまえて源氏の心情を説明
する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、古典の作品や文
章について、内容や解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
オ］
【態】登場人物の心情とそこから浮かび上がる
人物像について粘り強く考察し、今までの学習
を生かして話し合いに参加しようとしている。

○ ○

10

M 単元：項羽と劉邦
【知識及び技能】
・「四面楚歌」に至るまでの経緯を
理解させる。
・中国の歴史叙述の基本形である紀
伝体のスタイルについて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・長めの文章を読むことによって訓
読の方法に習熟し、漢文の読解力を
高めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・歴史に残る名場面を迫力ある表現
で描いた史伝の魅力を味わわせる。

「鴻門之会」（史記）など
・「鴻門之会」を読み、項羽と沛公
の人間性について考察する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めるている。
［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】本文から読みとった項羽の人物像をふま
えて、作中の行動の経緯・理由を粘り強く考察
し、主体性をもって話し合いに参加しようとし
ている。

○ ○ ○

１
学
期



140

11

20

合計

N 単元：歴史物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史物語を読んで、登場人物の行動
や心理を、話の展開に即して読みと
らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動とそこから浮かび上
がる人物像について考察させる。

「弓争ひ」「花山天皇の出家」（大
鏡）など
・道長と伊周の語られ方をまとめ
る。
・道隆の反応の理由を考える。
・「いま二度延べさせ給へ」という
発言の真意について話し合う。
・粟田殿の計略について、まとめ
る。
・欺かれたと知った時の花山天皇の
心情をについて、話し合う。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○

○ ○ ○

○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、古典の作品や文
章について、内容や解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
オ］
【態】登場人物の心情とそこから浮かび上がる
人物像について粘り強く考察し、今までの学習
を生かして話し合いに参加しようとしている。

○ ○ ○

U 単元：諸家の思想
【知識及び技能】
・代表的な諸子百家の主張の概要を
理解させる。
・文章の種類をふまえて、内容や展
開を的確に捉える方法を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・諸子百家の思想が現代においてど
のような意義を持つか考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章の特色を理解して味読させ
る。
・諸子百家の思想が現代社会に示唆
を与えていることについて関心をも
たせる。

「渾沌」（荘子）「天下莫柔弱於
水」（老子）など
・諸子百家の文章から現代に通じる
考え方を探し、文章としてまとめ
る。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】先人のものの見方、感じ方、考え方に親
しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深め
ている。［⑵エ］
【思】「読むこと」において、古典の作品や文
章について、内容や解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
オ］
【態】諸子百家の文章から現代に通じる考え方
を粘り強く見いだし、積極的に文章に表そうと
している。

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 選択科目

使用教科書： （ ）

副教材： （筑摩書房「ちくま小説入門改訂版」筑摩書房「中高生のための文章読本」京都書房「基礎からの国語表現の実践２訂版」）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

3

上橋菜穂子「物語ること、生きるこ
と」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な常用漢字や語
句・語彙、また文章の効果的な組み
立て方や接続の仕方について、その
構造や特色などを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
副教材の課題について、本文の要旨
を的確に伝え、読み手の理解が得ら
れるよう、文章の構成や展開、構成
の仕方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
書き手の意図を積極的に解釈し、そ
れに対する自分の考えを書いて伝え
る。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。 ○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について、その構造や特色などを理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
副教材の課題について、本文の要旨を的確に
伝え、読み手の理解が得られるよう、文章の
構成や展開、構成の仕方を工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
書き手の意図を積極的に解釈し、それに対す
る自分の考えを書いて伝えられる。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
正しい仮名づかい・送り仮名・同音異義語の
使い分けを身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○ ○ ○ 1

小説への招待・小説の読解
【知識及び技能】
人物の把握、舞台の設定、人称と語
り手、文体、セリフと地の文などに
ついて確認する。
【思考力、判断力、表現力等】
作中人物の心情の変化、人物相互の
関係等の読み取りの重要性を知る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品内容の解釈を踏まえて作中人物
の心情や行為を積極的に捉えようと
する。

指導項目
・作中人物の行動や心理をもとに
ストーリーの展開を捉える。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・比喩などの修辞を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○

【知識及び技能】
人物の把握、舞台の設定、人称と語り手、文
体、セリフと地の文などについて理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
作中人物の心情の変化、人物相互の関係等の
読み取りの重要性を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
作品内容の解釈を踏まえて作中人物の心情や
行為を積極的に捉えられる。

○ ○ ○ 4

思 態
配当
時数

１
学
期

長田弘「世界は一冊の本」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また詩の効果的な組み立て方や接続
の仕方についてその構造や特色を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
比喩など作者の使用する表現技法を
的確に理解し、作者の思いを読み取
り、考えを深める。
表現の仕方を工夫して自分の考えを
的確に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目・内容
・さまざまな比喩を見つける。
・修辞法について理解する。
・読書の楽しみについて考える。
・フィクションとノンフィクショ
ンの違いについて理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
作品中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について、その構造や特色などを理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
比喩など修辞を理解し、適切に使用すること
ができる。
表現の仕方を工夫して自分の考えを的確に伝
えられる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 2

仮名づかい・送り仮名・同音異義語
【知識及び技能】
正しい仮名づかい・送り仮名・同音
異義語の使い分けを身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・発音どおりに表記するなどの原
則を理解し、身につける。
・原則から外れる例外について理
解し、身につける。
・同音異義の漢字と意味を理解
し、身につける。 ○

実社会に必要な国語の知識や技能を身につける。論理的に考える力や深く共感する力、豊かな想
像力を伸ばし、言語感覚を磨き、伝え合う力を
高める。

言葉の価値への認識を深め、生涯にわたって読
書により自己を向上させ、日本の言語文化に寄
与する態度を養う。

なし

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

飛鳥 国語 文章表現
国語 文章表現 2

文章表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



○ 3

２
学
期

穂村弘「麦わら帽子のへこみ」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。この表論文について話し合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○

1

稲葉真弓「唇に小さな春を」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また短編の物語展開等について、そ
の構造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深
める。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

○ ○ ○ 3

文を短く・的確な表現・文体への意
識
【知識及び技能】
文を短くする・的確な表現・文体を
意識する態度を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・文章表現の原則を理解し、身に
つける。
・原則から外れる例外について理
解し、身につける。
・文の乱れと修正方法を理解し、
身につける。

○ ○

【知識及び技能】
文を短くする・的確な表現・文体を意識する
態度を身につけられる。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○ ○ ○

4

4

正しい敬語・文の乱れ・推敲
【知識及び技能】
正しい敬語・文の乱れへの注意・推
敲の仕方を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・敬語の原則を理解し、身につけ
る。
・原則から外れる例外について理
解し、身につける。
・文の乱れと修正方法を理解し、
身につける。

○ ○

【知識及び技能】
正しい敬語・文の乱れへの注意・推敲の仕方
を身につけた。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書けた。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できた。

○ ○ ○ 1

瀧本哲史「ナイチンゲールと統計
学」
岡田美智男「弱いロボット」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○

星新一「ボッコちゃん」
角田光代「ふたり」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
またショートショート・短編の物語
展開等について、その構造や特色を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品のテーマを読み取り、考えを深
める。作品について話し合う。
ショートショートを書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また
ショートショートの物語展開等について、そ
の構造や特色を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
ショートショートのテーマを読み取り、考え
を深める。作品について話し合う。ショート
ショートを書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

○ ○ ○

同訓異字・類義語・慣用表現
【知識及び技能】
同訓異字・類義語・慣用表現を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・同訓異字の使い分けを理解し、
身につける。
・類義語について理解し、身につ
ける。
・慣用表現の意味を理解し、身に
つける。

○ ○

同訓異字・類義語・慣用表現
【知識及び技能】
同訓異字・類義語・慣用表現を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○ ○ ○ 1１
学
期



【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

○ ○ ○ 4

4

水野敬也「顔ニモ負ケズ」
オードリー・ダン「ジェンダーから
自由になる」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。この表論文について話し合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○ 4

中村文則「郵便局で」
小川洋子「ひよこトラック」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また短編の物語展開等について、そ
の構造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深
める。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

○ ○ ○

1

段落分け・主題・構想・書く
【知識及び技能】
文章作成の実際について技術を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・文章表現の原則を理解し、身に
つける。
・原則から外れる例外について理
解し、身につける。
・文の乱れと修正方法を理解し、
身につける。

○ ○

【知識及び技能】
文章作成の実際について技術を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○ ○ ○

○ 1

郡司芽久「キリン解剖記」
伊藤亜紗「体、この不気味なもの」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。この表論文について話し合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○ 4

半村良「箪笥」
小池昌代「どよどよ」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また短編の物語展開等について、そ
の構造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深
める。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

○ ○ ○ 4

２
学
期

文の役割・要約・接続詞
【知識及び技能】
文の役割、要約する技術、接続詞の
使い分けを身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・文章表現の原則を理解し、身に
つける。
・原則から外れる例外について理
解し、身につける。
・文の乱れと修正方法を理解し、
身につける。

○ ○

【知識及び技能】
文の役割、要約する技術、接続詞の使い分け
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○ ○

萩尾望都「柳の木」
吉本ばなな「満月」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また短編の物語展開等について、そ
の構造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深
める。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○



3

合計

70

発表
プレゼンテーションを行う。お互い
に良い所を褒め合う。
【知識及び技能】
効果的なプレゼンテーションの仕方
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
これまで学習した文章表現の特色や
効果を活用し、他者に自分の考えを
効果的に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
プレゼンテーションの方法や工夫について、
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
他者に効果的に伝えられるよう、工夫して表
現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○

○ ○ ○

4

○ ○ ○ 4

3

「評論と楽しく付き合う４つのコ
ツ」
苫野一徳「読書は僕たちをグーグル
マップにする」
「読書の手引き」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。この表論文について話し合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○ 4

３
学
期

氷室冴子「なんて素敵にジャパネス
ク」
村上春樹「四月のある晴れた朝に１
００パーセントの女の子に出会うこ
とについて」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また短編の物語展開等について、そ
の構造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深
める。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

○ ○ ○

Ｅ・Ａ・ポー「黒猫」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また短編の物語展開等について、そ
の構造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深
める。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけた。

ブレイディみかこ「君たちは社会を
信じられるか」
菅野仁「友だち幻想」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。この表論文について話し合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○

3

海老原宏美「わたしが障害者じゃな
くなる日」
【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、
また評論の展開等について、その構
造や特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを
深める。この表論文について話し合
う。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に
理解し、表現の工夫を身につける。

指導項目
・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を関係
づけながら、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文章の効果的な接続の仕方を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

飛鳥 国語 論理国語
国語 論理国語 2

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

探求論理国語（桐原書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

○ ○ ○ 7

思 態
配当
時数

知

１
学
期

Ａ 単元 評論Ⅰ
【知識及び技能】
・二項対立による比較対照に着目
し、　評論の読み方に習熟する。
【思考力、判断力、表現力等】
・視覚でものを捉えるときの感覚的
喜　びを理解する。【学びに向かう
力、人間性等】
・筆者の主張を踏まえて、自分自身
が　芸術に触れる際の感性を磨く。

教材：『オブジェとイマージュ』高
階秀爾
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引　用された絵画作品等に関心をもち、
調べたり鑑賞したりしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

○ 5

一学期中間考査
1

B 単元 評論解析C
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の対比関係に注目して、論
理構造や筆者の主要な見解をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・効果的な表現から文脈を捉え、論
理の展開や筆者の主要な見解をつか
む。

教材：『権力にまつわる「秘密」』
萱野稔人
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引　用された小説の内容に関心をもち、
調べたり読んだりしている。 ○ ○

○ ○ ○ 10

Ｃ 単元 評論Ⅲ
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の対比関係に注目して、論
理構造や筆者の主要な見解をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・効果的な表現から文脈を捉え、論
理の展開や筆者の主要な見解をつか
む。

教材：『言葉の〈意味〉と〈表徴〉
』中村雄二郎
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引　用された小説の内容に関心をもち、
調べたり読んだりしている。



１
学
期

教材：『足跡』原研哉
『創造としての本歌取り』渡部泰明
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○ 10

一学期期末考査
1

Ｄ 単元 評論解析C
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の対比関係に注目して、論
理構造や筆者の主要な見解をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・効果的な表現から文脈を捉え、論
理の展開や筆者の主要な見解をつか
む。

○ ○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引　用された小説の内容に関心をもち、
調べたり読んだりしている。

二学期中間考査 　
1

【知】文や文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活
用している。(1)ウ
【思】情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、
自分の立場や論点を明確にして、主張を支える
適切な根拠を確実にそろえている。(1)イ
【態】本文内容の正しい理解を踏まえて、最先
端の科学技術についての情報を多角的に収集
し、読み手を意識しながらわかりやすく丁寧に
レポートにまとめようとしている。 ○ ○ ○ 8

F 単元 近代を見つめる
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の対比関係に注目して、論
理構造や筆者の主要な見解をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・効果的な表現から文脈を捉え、論
理の展開や筆者の主要な見解をつか
む。

教材：『日本文化私観』坂口安吾
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

E 単元 体験と思索
【知識及び技能】
・随想の読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者の心情に注目して、主要な見
解をつかむ。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の話題を押さえて、教材への
関心を高める。

教材：『沙魚』ドリアン助川
・内容や構成、展開を的確に捉え、
要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引用された小説の内容に関心をもち、調
べたり読んだりしている。 ○ ○ ○ 11

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引　用された小説の内容に関心をもち、
調べたり読んだりしている。 ○ ○ ○ 8

二学期期末考査
1

２
学
期

G 単元 論文を読む
【知識及び技能】
・論文の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理の展開を捉え、「舞姫」にお
ける「豊太郎」の人物像や心情につ
いて理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・論文の内容をきっかけとして、小
説「舞姫」に関心を抱く。

教材：『ベルリンの「内」と「外」−
「舞姫」を通じて』前田愛
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○



３
学
期

H 単元 評論解析C
【知識及び技能】
・評論の基本的な読み方を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の対比関係に注目して、論
理構造や筆者の主要な見解をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・効果的な表現から文脈を捉え、論
理の展開や筆者の主要な見解をつか
む。

教材：『真理の探究と民主主義』河
野哲也
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論
など、情報と情報との関係を理解す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】論証したり学術的な学習の基礎を学んだ
りするために必要な語句を習得し、文章の中で
積極的に活用している。(1)イ
【思】内容や構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握し
ている。(1)ア
【態】論理の展開に沿って筆者の主張を正しく
理解し、わかりやすくまとめようとしている。
また、引　用された小説の内容に関心をもち、
調べたり読んだりしている。 ○ ○ ○ 6

三学期学年末考査
1

合計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

２
学
期

C単元 論理的な文章・文学的な文章
【知識及び技能】
・論理的な文章・文学的な文章の基
本的な読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 得られた情報を多面的・多角的な
視点から解釈したり、複数の題材に
よる問題を繰り返し演習することに
よって、大学受験に対応できる読解
力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した評論家や作家の別な文章
を読むなど、自ら読書の幅を広げる
姿勢を身につける。

（論理的な文章（文学的な文章）(実
用的な文章）
・内容説明、理由説明、構成、表現
説明、異なる種類や分野の文章など
を組み合わせた問題演習に取り組
む。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・本文の内容に関する情報を収集
し、自分の意見をまとめて発表す
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

二学期中間考査

【知識・技能】
・本文中の主な常用漢字や語句・語彙、また文
章の接続について、その構造や特色などを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を正確に把握してい
る。
・本文と他の文章や図表の関係性を読み取るこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を踏まえて、必要な情報を収集し
更に理解を深めようとしたり、登場人物の立場
や心情を正確に理解しようとしたりと自分と社
会、他者との関りを感じようとしている。

○ ○ ○ 15

1

1

態
配当
時数

○ ○ ○ 13

一学期期末考査
1

B単元 論理的な文章・文学的な文章
【知識及び技能】
・論理的な文章・文学的な文章の基
本的な読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 得られた情報を多面的・多角的な
視点から解釈したり、複数の題材に
よる問題を繰り返し演習することに
よって、大学受験に対応できる読解
力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した評論家や作家の別な文章
を読むなど、自ら読書の幅を広げる
姿勢を身につける。

（論理的な文章（文学的な文章）(実
用的な文章）
・内容説明、理由説明、構成、表現
説明、異なる種類や分野の文章など
を組み合わせた問題演習に取り組
む。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・本文の内容に関する情報を収集
し、自分の意見をまとめて発表す
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知識・技能】
・本文中の主な常用漢字や語句・語彙、また文
章の接続について、その構造や特色などを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を正確に把握してい
る。
・本文と他の文章や図表の関係性を読み取るこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を踏まえて、必要な情報を収集し
更に理解を深めようとしたり、登場人物の立場
や心情を正確に理解しようとしたりと自分と社
会、他者との関りを感じようとしている。

１
学
期

A単元 論理的な文章・文学的な文章
【知識及び技能】
・論理的な文章・文学的な文章の基
本的な読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 得られた情報を多面的・多角的な
視点から解釈したり、複数の題材に
よる問題を繰り返し演習することに
よって、大学受験に対応できる読解
力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した評論家や作家の別な文章
を読むなど、自ら読書の幅を広げる
姿勢を身につける。

（論理的な文章（文学的な文章）(実
用的な文章）
・内容説明、理由説明、構成、表現
説明、異なる種類や分野の文章など
を組み合わせた問題演習に取り組
む。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・本文の内容に関する情報を収集
し、自分の意見をまとめて発表す
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知識・技能】
・本文中の主な常用漢字や語句・語彙、また文
章の接続について、その構造や特色などを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を正確に把握してい
る。
・本文と他の文章や図表の関係性を読み取るこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を踏まえて、必要な情報を収集し
更に理解を深めようとしたり、登場人物の立場
や心情を正確に理解しようとしたりと自分と社
会、他者との関りを感じようとしている。

○

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思

○ ○ 13

一学期中間考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

探求論理国語（桐原書店）

副教材： 『新 共通テスト対策　決戦現代文完答22＋6』　尚文出版 『ロジック現代文 私大過去問題演習〈マーク＋記述〉対策編』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

飛鳥 国語 現代文演習
国語 現代文演習 2

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

現代文演習



合計
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1

３
学
期

E単元 論理的な文章・文学的な文章
【知識及び技能】
・論理的な文章・文学的な文章の基
本的な読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 得られた情報を多面的・多角的な
視点から解釈したり、複数の題材に
よる問題を繰り返し演習することに
よって、大学受験に対応できる読解
力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した評論家や作家の別な文章
を読むなど、自ら読書の幅を広げる
姿勢を身につける。

（論理的な文章（文学的な文章）(実
用的な文章）
・内容説明、理由説明、構成、表現
説明、異なる種類や分野の文章など
を組み合わせた問題演習に取り組
む。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・本文の内容に関する情報を収集
し、自分の意見をまとめて発表す
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知識・技能】
・本文中の主な常用漢字や語句・語彙、また文
章の接続について、その構造や特色などを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を正確に把握してい
る。
・本文と他の文章や図表の関係性を読み取るこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を踏まえて、必要な情報を収集し
更に理解を深めようとしたり、登場人物の立場
や心情を正確に理解しようとしたりと自分と社
会、他者との関りを感じようとしている。

○ ○ ○ 9

三学期学年末考査
1

２
学
期 D単元 論理的な文章・文学的な文章

【知識及び技能】
・論理的な文章・文学的な文章の基
本的な読み方を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 得られた情報を多面的・多角的な
視点から解釈したり、複数の題材に
よる問題を繰り返し演習することに
よって、大学受験に対応できる読解
力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した評論家や作家の別な文章
を読むなど、自ら読書の幅を広げる
姿勢を身につける。

（論理的な文章（文学的な文章）(実
用的な文章）
・内容説明、理由説明、構成、表現
説明、異なる種類や分野の文章など
を組み合わせた問題演習に取り組
む。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・本文の内容に関する情報を収集
し、自分の意見をまとめて発表す
る。
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変
更することがある。

○ ○ ○

二学期期末考査

【知識・技能】
・本文中の主な常用漢字や語句・語彙、また文
章の接続について、その構造や特色などを理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を正確に把握してい
る。
・本文と他の文章や図表の関係性を読み取るこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を踏まえて、必要な情報を収集し
更に理解を深めようとしたり、登場人物の立場
や心情を正確に理解しようとしたりと自分と社
会、他者との関りを感じようとしている。

○ ○ ○ 15



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

副教材：　数研出版「国語常識・作文ステップアップ」　数研出版「文構造確認ノート」

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

なし

国語

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域において、生涯にわたる社会生活における他
者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深
めようとしているとともに、言語感覚を磨き、言葉を効果的に使おうとしている。

6

言葉の単位・文節の働き
【知識及び技能】
言葉の単位・文節について正しい知
識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文
を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

漢字・熟語の読み書き
【知識及び技能】
正しい漢字・熟語を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・発音どおりに表記するなどの原
則を理解し、身につける。
・原則から外れる例外について理
解し、身につける。
・同音異義の漢字と意味を理解
し、身につける。

指導項目
・文節に分けて考え、適切な文を
書く。
・適切な文を書くことで、適切な
文章を書く。
・主語・述語など文節どうしの関
係を理解する。

○ ○ ○ ○

論理的に考える力や深く共感する力、豊かな想
像力を伸ばし、言語感覚を磨き、伝え合う力を
高める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

思

２
学
期

定期考査

主語述語・修飾語・並立の用法
【知識及び技能】
主述の対応・修飾語の用法・並立の
用法について正しい知識を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文
を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・文節に分けて考え、適切な文を
書く。
・適切な文を書くことで、適切な
文章を書く。
・主語・述語など文節どうしの関
係を理解する。

○

定期考査

文節の働き・連文節
【知識及び技能】
言葉の単位・文節について正しい知
識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文
を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・文節に分けて考え、適切な文を
書く。
・適切な文を書くことで、適切な
文章を書く。
・主語・述語など文節どうしの関
係を理解する。

○ ○

【知識及び技能】
正しい漢字・熟語を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

漢字・ことわざ・慣用句・故事成語の読み書
き
【知識及び技能】
正しい漢字・ことわざ・慣用句・故事成語を
身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○

定期考査

指導項目
・常識レベルのことわざ・慣用
句・故事成語を覚える。
・ことわざ・慣用句・故事成語を
使って、正しい文が書ける。

○

5○

【知識及び技能】
言葉の単位・文節について正しい知識を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文を書け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

5

○

○ ○

○

○○

【知識及び技能】
言葉の単位・文節について正しい知識を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文を書け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

〇

飛鳥

【学びに向かう力、人間性等】

言葉の価値への認識を深め、生涯にわたって読
書により自己を向上させる態度を養う。

現代文基礎

配当
時数

○

現代文基礎国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の常識や文章を書く技能を
身につける。

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使っている。

国語 現代文基礎 2

態

1〇

知

１
学
期

漢字・ことわざ・慣用句・故事成語
の読み書き
【知識及び技能】
正しい漢字・ことわざ・慣用句・故
事成語を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい表記で文を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

○

1

5○ ○

○ ○

○

○

【知識及び技能】
主述の対応・修飾語の用法・並立の用法につ
いて正しい知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文を書け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

11

1

○

○



２
学
期

文章読解の技能・文学史の知識を身
につける
【知識及び技能】
文章読解の技能・文学史の知識を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい理解で文章を読む。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・文章読解の技能を理解し、身に
つける。
・文学史の知識を身につける。
・接続詞・指示語などを正しく使
用できる。

指導項目
・文の接続・区切り方について理
解し、適切な文章を書く。
・適切な文を書くことで、適切な
文章を書く。
・文章における文の接続を理解す
る。

○

接続・文の区切りの用法
【知識及び技能】
文の接続・区切りの用法について正
しい知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文
を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

○

定期考査

○

【知識及び技能】
正しい敬語・誤った表現などを知り、文構造
などについて復習する。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい敬語を使い、正しい理解で文章を読め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

ＳＰＩ問題に取り組み、助詞助動詞
副詞の表現・誤文訂正の技能を身に
つける
【知識及び技能】
助詞助動詞副詞の正しい表現・誤文
訂正の技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい理解で文章を読む。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・ＳＰＩ問題に取り組み、自分に
足りない技能・知識に気づく。
・助詞助動詞副詞を正しく適切に
使う。
・誤文を訂正できる。

○

1

○

○ ○

○ ○ ○ 8

70

○

8

○ ○

○

【知識及び技能】
文章読解の技能・文学史の知識を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい理解で文章を読める。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○

【知識及び技能】
文の接続・区切りの用法について正しい知識
を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文の構造を理解し、正しい表記で文を書け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○ ○

○

8

9○

○

３
学
期

○ 1
定期考査

○ ○

【知識及び技能】
助詞助動詞副詞の正しい表現・誤文訂正の技
能が身についている。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい理解で文章を読むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に沿って使用
できる。

○

敬語・表現の重複・話し言葉と書き
言葉について学習し、文構造等につ
いて復習する。
【知識及び技能】
正しい敬語・誤った表現などを知
り、文構造などについて復習する。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい敬語を使い、正しい理解で文
章を読む。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい表記を理解し、学習課題に
沿って使用する。

指導項目
・正しい敬語を身につける。
・表現の重複に気づき、訂正でき
る。
・話し言葉と書き言葉を区別でき
る。
・文構造などについて復習する。

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 年次 1 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話
・
聞

書 読

2
学
期

○ 2

F 単元:説話

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
物語を読んで、作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み、
その内容の解釈を深め、作品の価値について考
察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作
者の考えをまとめさせる。

教材：袴垂、保昌に会う事（宇治拾遺物
語）

・袴垂と保昌の行動について笛に関する記述
で区切りながらまとめる。
・袴垂と保昌はお互いをどのように評価して
いるかについて話し合う。
・会話中の敬語を整理し、敬語を用いた心理
について考える。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】敬語の効果について考察し、今までの学習を生かして調べた
ことをまとめようとしている。

○ ○

4

定期考査 ○ ○ ○

E 単元：日記文学

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
話の構成や天下を把握し、登場人物の行動や心
理を捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に作者の心情をとらえ、学習課題に沿っ
て話し合いに参加させる。

教材：若宮誕生（紫式部日記）

・道長の様子を読み取り、若宮に寄せる
道長の心情についてまとめる。
・作者は、水鳥と自分を比較してどのよ
うな感慨を持ったのか話し合う。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に作者の心情をとらえ、学習課題に沿って話し合いに
参加しようとしている。 ○ ○ ○

4

D 単元:随筆

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
話の構成や展開を把握し、登場人物の行動や心
理を捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に作者の心情をとらえ、学習課題に沿っ
て話し合いに参加させる。

教材：雪のいと高う降りたるを（枕草
子）

・「御簾を高く上げたれば、」という行
為が、中宮の課題にどのように答えたこ
とになるのかまとめる。
・『枕草子』と『十訓抄』の記載の違い
について話し合う。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更す
ることがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に他の文章と読み比べ、学習課題に沿って話し合いに
参加しようとしている。

○ ○ ○ 4

C 単元:随筆

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
話の構成や展開を把握し、登場人物の行動や心
理を捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に作者の心情をとらえ、学習課題に沿っ
て話し合いに参加させる。

教材：宮に初めて参りたるころ（枕草
子）

・三つの段落について、出仕して間もない作
者の心境がどのように述べられているかまと
める。
・出仕して間もない作者に対して、中宮はど
のような心遣いをしているか話し合う。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文の種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容と的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に作者の心情をとらえ、学習課題に沿って話し合いに
参加しようとしている。 ○ ○ ○

○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に本文の内容を整理し、学習課題に沿って自分の考え
を説明しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ ○

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元：随筆

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習
課題に沿って自分の考えを説明させる。

教材：二月つごもりごろに（枕草子）

・「宰相の御いらへを……心一つに苦しき
を」について、ここで作者が配慮しているこ
とは何か、説明する。
・「なほ内侍に奏してなさむ」とは、誰をど
のように評しているのか、説明する。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 6

B 単元：評論

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論を読んで、筆者の物語やその作者に対する
筆者の評価や批判を読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に本文の内容を整理し、学習課題に沿っ
て自分の考えを説明しようとしている。

教材：清少納言と紫式部（無名草子）

・清少納言が地方に落ちぶれたことについ
て、筆者はなぜそうなったと考えているか、
まとめる。
・紫式部が『源氏物語』を執筆する経緯につ
いて、どのように述べられているか、まとめ
る。
・筆者は紫式部をどのような人物と捉えてい
るか、まとめる。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感
じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分
の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典
に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自
覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。

『高等学校精選古典探究』（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

飛鳥 国語 古文講読３
国語 古文講読３ 2

古文講読３

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



4

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に沿って話し合い
に参加しようとしている。

○ ○ ○ 4

○ ○ ○

12

合計

70

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

3
学
期

L 単元：評論

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に
沿って句意を考察させる。

教材：行く春を（去来抄）

・「行く春を……」の句について、尚白・芭
蕉・去来はそれぞれどのように考えているか
整理する。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○

○ ○ ○

○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に沿って句意を考
察しようとしている。 ○ ○ ○

入試問題

2
学
期

J 単元：評論

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
関心をもった事柄に関する様々な古典の作品や
文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
継子いじめの物語について積極的に調べ、まと
めさせる。

教材：師の説になづまざること（玉勝
間）

・筆者は「わが師の心」をどのように受け
取っているか、まとめる。
・筆者は、「学問の道」をどのように理解
し、どのように対するのがよいと考えている
か、まとめる。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

K 単元：評論

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に
沿って筆者の主張を説明させる。

教材：七歳十二、三より（風姿花伝）

・年齢に応じた稽古の心構えをそれぞれまと
める。
・「まことの花」とはどのような意味か説明
する。
・本文で述べている芸能に関する心得を、人
の生き方に当てはめたらどうなるか話し合
う。
　
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、関心をもった事柄に関する様々な古
典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を
深めている。［Ａ⑴キ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に沿ってまとめよ
うとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査

○ ○ 6

I 単元:評論

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に
沿って筆者の主張を説明させる。

教材：本歌取り（毎月抄）

・定家の説く本歌取りの方法を読み取り、三
つにまとめる。
・他の本歌取りの歌についても調べ説明す
る。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に沿って筆者の主
張を説明しようとしている。 ○ ○ ○ 6

H  単元:評論

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に
沿って俊恵の主張を説明させる。

教材：歌のよしあし（俊頼髄脳）

・「歌のよしあしを知らむことは、ことのほ
かの大事なめり。」について、本文の内容を
まとめる。
・公任の二首の歌に対する評価を整理し、公
任の和歌の評価基準について説明する。
　
☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課題に沿って公任の主
張を説明しようとしている。 ○

○ 4

定期考査
○ ○ ○

G 単元:歴史物語

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意
して内容を的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に登場人物の行動や心情をとらえて内容
を整理し、学習課題に沿って自分の考えを説明
させる。

教材：菅原道真の左遷（大鏡）

・時平と道長の人物像を、対比させながらそ
れぞれまとめる。
・三首の和歌と一首の漢詩に読み込まれた道
真の心情をそれぞれ考える。
・語り手は道真の左遷をどのように捉え、伝
えようとしているか説明する。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を深め、
作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］
【態】語り手が登場人物の行動や心情をどうとらえているかを整理
し、学習課題に沿って自分の考えを説明しようとしている。 ○ ○

F 単元:歴史物語

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
物語を読んで、作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み、
その内容の解釈を深め、作品の価値について考
察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作
者の考えをまとめさせる。

教材：三舟の才（大鏡）

・出来事と語り手の感想に分けて、内容をま
とめる。
・当時、「作文」と「和歌」がどのように扱
われていたか、本文中から根拠をあげて説明
する。
・語り手は、道長と公任のどちらを上位に遇
しているか考える。

☆題材は、生徒の現況を踏まえて変更するこ
とがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］
【思】「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を深め、
作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］
【態】貴族社会の「作文」、「和歌」の働きについて調べ、今まで
の学習を生かして調べたことを説明しようとしている。 ○ ○ ○ 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ 14

D 単元：物語
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
長編物語を読んで、登場人物の行動
や心情を的確に読みとらせる。
【学びに向かう力、人間性等】
「源氏物語」の内容や構成に関心を
持ち、平安時代の物語文学への理解
を深めさせる。

「夕顔の死」「葵の上の出産」「女
三宮降嫁」（源氏物語）など
・状況の不気味さを表現するために
効果的に用いられている部分を指摘
する。
・物の怪が六条の御息所だと判明し
た後の光源氏の心情を説明する。
・紫の上の詠歌に込められた思いを
説明する。
・光源氏と紫の上の心情の乖離をま
とめ、紫の上の苦悩がどのようなも
のか、説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に登場人物の行動や心情をとら
え、学習課題に沿って自分の考えを説明しよう
としている。

○ ○

飛鳥 国語 古典探究
国語 古典探究 4

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校精選古典探究（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

思

○ 12

○ ○ ○

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】周囲の女房たちの心情について粘り強く
考察し、学習課題に沿って話し合いに参加しよ
うとしている。

C 単元：説話
【知識及び技能】
・逸話の内容を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、古典の作品
や文章を多面的・多角的な視点から
評価することを通して、我が国の言
語文化について自分の考えを広げた
り深めたりさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文を読む楽しみを味わわせる。
・故事や寓話に込められた古代中国
のものの見方・考え方を味わわせ
る。

「不顧後患」（説苑）「不若人有其
宝」（新序）など
・少儒子が呉王を説得するために
とった方法をまとめる。
・少儒子の言葉から呉王が悟ったこ
とを説明する。
・子罕が「玉」を受け取らなかった
理由を説明する。
・宋国の長者が「宝」をどのように
捉えているか、まとめる。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】伯牙が琴を弾くことをやめた理由につい
て進んで考察し、学習課題に沿って本文を解釈
しようとしている。

○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に本文の内容を整理し、学習課題
に沿って自分の考えを説明しようとしている。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

知

○ ○ ○ 14

B 単元：評論
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対
する作者の思想や感情を読み取らせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題
に沿って作者の考えをまとめさせ
る。

「深草の里」（無名抄）「本歌取
り」（毎月抄）など
・本文を、俊恵から作者に対する三
つの発言に分け、まとめる。
・定家の説く本歌取りの方法を各段
落から読みとり、どのように述べら
れているか、まとめる。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○

態
配当
時数

A 単元：随筆㈠
【知識及び技能】
・日記的章段の特色を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の内容を構成や展開に即して
的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・随筆を読んで、自然、人間、社会
などに対する作者の思想や感情を読
み取らせる。

12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

１
学
期

「御方々、君たち」「雪のいと高う
降りたるを」（枕草子）など
・作者が中宮とのやりとりを「をか
し」と受け止めた理由について話し
合う。
・中宮からの問いかけに、どのよう
に答えたことになるのか説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。



14

合計

140

３
学
期

J【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対
する作者の思想や感情を読み取らせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題
に沿って作者の考えをまとめさせ
る。

「行く春を」「下京や」（去来抄）
など
・芭蕉とのやりとりにより、「行く
春を」の句への理解を、去来がどの
ように深めていったか、まとめる。
・芭蕉が「下京や」の「冠」を定め
たことへの、去来の評価を説明す
る。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課
題に沿って筆者の主張を説明しようとしてい
る。

○ ○ ○

2
学
期

○ ○ ○

12

○ ○ ○ 14

J 単元：漢詩
【知識及び技能】
・本文中の比喩的な表現について、
その意味と効果を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・長めの文章を読むことによって訓
読の方法に習熟し、漢文の読解力を
高めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動とそこから浮かび
上がる人物像について考察させる。

「長恨歌」（白居易）など
・一句の字数、一首の句数、押韻等
を確かめ、対句表現を抜き出す。
・源氏物語との関係性について調
べ、説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。 ○ ○ ○

【知】古典などを読むことを通して、我が国の
文化の特質や、我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深めている。［⑴
ア］
【思】「読むこと」において、関心をもった事
柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基
に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め
ている。［Ａ⑴キ］
【態】日本文化にも影響を与えた中国の風習に
ついて、積極的に考察しようとしている。

I 単元：物語
【知識及び技能】
・物語を読み、人間、文学、社会な
どに対する作者のものの考え方や感
じ方を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の内容を構成や展開に即して
的確に捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・平安後期物語の特徴を知り、物語
文学への関心を高めさせる。

「父大納言の苦悩」（とりかへばや
物語）
「はいずみ」（堤中納言物語）など
・姫君と若君の様子や行動の特徴を
整理する。
・父大納言の心情についてまとめ
る。
・本文を二つに分け、それぞれ小題
をつける。
・後半について、男の行動と、それ
に伴う騒動を整理し、この結末から
受ける印象を話し合う。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】積極的に作者の心情をとらえ、学習課題
に沿って自分の考えを説明しようとしている。

12

H 単元：文章
【知識及び技能】
・本文中の比喩的な表現について、
その意味と効果を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・長めの文章を読むことによって訓
読の方法に習熟し、漢文の読解力を
高めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動とそこから浮かび
上がる人物像について考察させる。

「医薬談笑」（蘇軾）など
・挙げられた二つの例は、何を薬と
し、どのゆな効能をもたせていると
言えるか、説明する。
・「大笑」の理由を推測する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。 ○ ○ ○

G【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
歴史物語を読んで、登場人物の行動
や心理を、話の展開に即して読み取
らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の行動とそこから浮かび上
がる人物像について考察させる。

「三舟の才」「菅原道真の左遷」
（大鏡）など
・語り手が、道長と公任のどちらを
上位に遇しているか考える。
・時平と道真の人物像を、対比する
形で整理し、説明する。
・語り手は道真の左遷をどのように
伝えようとしているか考える。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典の作品や文章に表れている、言葉の
響きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。［⑴エ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課
題に沿って自分の考えを説明しようとしてい
る。

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めるている。
［⑵イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】課題について進んで考察し、学習課題に
沿って本文を解釈しようとしている。

○ ○ ○ 12

12

F 単元：史伝
【知識及び技能】
・作者の生涯やこの作品が作られた
背景について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品から読み取れる司馬遷の心情
を把握させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・作者が理想とする生き方について
考えさせる。

「孫矉」「荊軻」（史記）など
・登場人物の置かれた状況と、心情
について考える。
・歌に込められた荊軻の心情を説明
する。
・計画の経緯を整理し、暗殺に失敗
した原因を説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】末尾の「天道是邪非邪」という表現にこ
められた司馬遷の思いについて進んで考察し、
学習課題に沿って本文を解釈しようとしてい
る。

○ ○ ○

E 単元：近世随筆
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
めさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
随筆を読んで、人間、社会などに対
する作者の思想や感情を読み取らせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作品内容を解釈し、学習課題
に沿って作者の考えをまとめさせ
る。

「兼好法師が詞のあげつらひ」（玉
勝間）など
・花・月・恋歌について、どのよう
な歌が多く詠まれ、情趣が深いとさ
れているか、まとめる。
・筆者の主張の中心となる考えを、
本文中の語句を用いて説明する。
☆題材は、生徒の現況をふまえて変
更することがある。

○ ○ ○

【知】古典を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまりについて理解を深めている。［⑵
イ］
【思】「読むこと」において、文章の種類をふ
まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確
に捉えている。［Ａ⑴イ］
【態】粘り強く本文の内容を読み解き、学習課
題に沿って筆者の主張を説明しようとしてい
る。

○ ○ ○ 12

１
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 年次 選択科目

（ ）

副教材： （パスポート国語必携（桐原書店））

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1

井上ひさし「ナイン」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
ものの見方、感じ方、考え方を捉え
る方法を学ぶとともに、人間や社会
に対するものの見方、感じ方を深め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作者や作品に関連のある事項につい
て調べ、その成果を文章にまとめた
り発表したりする。

指導項目
・登場人物の今と昔の移り変わり
や、人と街のあり方という二つの
側面から整理する。
・一人の発言から、周囲の登場人
物はどのように受け止めたかをま
とめる。
・少年野球大会の決勝戦は、その
後の人生にとってどのような意味
を持っているのかを考え、発表す
る。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また、物
語展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の気持ちを理解し、考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
整理や発表に、積極的に取り組むことができ
る。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

○

【知識及び技能】
人物の把握、舞台の設定、人称と語り手、文
体、時代背景などについて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
作中人物の心情の変化、人物相互の関係等の
読み取りの重要性を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
作品内容の解釈を踏まえて作中人物の心情や
行為を積極的に捉えられる。

○ ○ ○ 10

原田マハ「真珠の耳飾りの少女」
【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ものの見方、感じ方、考え方を捉え
る方法を学ぶとともに、作品の解釈
をする。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項居ついて調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする。

指導項目
・絵を現実の人であるかのように
表した表現を抜き出し、そこにこ
められた筆者の気持ちを説明す
る。
・絵と向き合った後の記述から、
筆者の絵に対する解釈を整理す
る。
・絵の特徴として、記述内容の相
違について考える。
・筆者の立場の違いついて考察す
る。

〇 ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について、その構造や特色などを理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
副教材の課題について、積極的に取り組み、
語彙力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
書き手の意図を積極的に解釈し、それに対す
る自分の考えを発表できる。

○ ○ ○ 10

思 態
配当
時数

１
学
期

いしいしんじ「調律師のるみ子さ
ん」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理顔を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、展開、場面設定や描写
のしかた、表現の特色などを的確に
捉え、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
作品意関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする方法を学ぶ。

指導項目・内容
・本文からうかがえる人物像につ
いて考える。
・作品中に登場するものが、物語
の展開の上でどういう意味を持っ
ているか整理する。
・本文中にある、ピアノの音を表
現した部分について、主人公のど
のような心理を反映しているか考
察する。
・老人のセリフや態度から、主人
公の調律に何を求めていたかを話
し合う。

○ ○ ○

【知識及び技能】
作品中の主な常用漢字や語句・語彙、また文
章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て、その構造や特色などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
抜き出したりまとめることで、内容を整理
し、理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的にまとめたり発表したりすることがで
きる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 10

芥川龍之介「鼻」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、展開、場面設定の描写
のしかた、表現の特色などを的確に
捉え、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連ある事項について調べ、
その成果を文章にまとめる等行う。

指導項目
・主人公の人柄や性格についてま
とめる。
・主人公の心情の移り変わりをま
とめる。
・主人公の周囲に対する態度が、
鼻の長短でどのように異なるかを
まとめる。
・弟子たちの心情や態度を整理す
る。

○ ○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けている。
また、我が国の言語文化に対する理解を深めて
いる。

「書くこと」「読むこと」の各領域において、
深く共感し豊かに想像する力を伸ばし、創造的
に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深
めたりしている。

言葉を通して他者や社会に関わり、ものの見方、感
じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めている。
また、読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもとうとする。

高等学校標準文学国語（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

飛鳥 国語 文学国語
国語 文学国語 4

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



10

江国香織「デューク」
【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、場面設定や描写の仕
方、表現の特色などを的確に捉え、
内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする。

指導項目
・時間軸に沿って主人公の行動を
整理し、それぞれの場面で主人公
の心情がどのように変化している
かまとめる。
・主人公が連れられて行ったプー
ルでの出来事は、この作品の展開
上どのような効果があるか。まと
める。
・主人公の悲しみが表現されてい
る部分をあげ、どういう悲しみか
を整理する。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
主人公の心情の変化や場面転換の理解を深め
る。作品について話し合う。感想を書いてみ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
話し合いやまとめを積極的に行う。

○ ○ ○

〇 ○ ○

【知識および技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
小説のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この小説について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
内容理解のために整理したり、話し合いや発
表に対して積極的に取り組める。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 2

1

２
学
期

原民喜「夏の花」
【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
場面設定や描写の仕方た、表現の特
色などを的確に捉え、内容を解釈す
る方法や解釈の多様性を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連ある事項について調べ、
その成果を文章にまとめたり発表し
たりする。

指導項目
・主人公が移動した経路を、当時
の地図を参考に推測する。
・主人公が目撃した光景につい
て、場面ごとに整理する。
・この小説が主人公の墓参りから
始まり、「N」が妻を探す場面で終
わっていることで、構成上の効果
を考える。
・この作品の描写の特徴をあげ、
それがどのような効果をあげてい
るか、話し合う。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この表論文について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけられる。

○ ○ ○ 12

米原真理「バグダッドの靴磨き」
【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ものの見方、感じ方、考え方を深め
る姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連ある事項について調べ、
その成果を文章にまとめたり発表し
たりする。

指導項目
・登場人物と心情の変化につい
て、時間軸に沿ってまとめる。
・さまざまなドルの金額はどのよ
うな意味を持つか。登場人物の立
場の違いから整理する。
・最後の発言から、「人」とは何
を意味するかを考える。
・小説内の「お客さん」の存在
は、どのような効果を生み出して
いるか、話合う。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
小説のテーマを読み取り、考えを深められ
る。この小説について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
内容理解のために整理したり、話し合いや発
表に対して積極的に取り組める。

○ ○ ○ 10

角田光代「旅する本」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
内容を解釈する方法を学ぶととも
に、解釈の多様性ついて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連ある事項について調べ、
その成果を文章にまとめたり発表し
たりする。

指導項目
・登場人物と心情の変化につい
て、時間軸に沿ってまとめる。
・さまざまなドルの金額はどのよ
うな意味を持つか。登場人物の立
場の違いから整理する。
・最後の発言から、「人」とは何
を意味するかを考える。
・小説内の「お客さん」の存在
は、どのような効果を生み出して
いるか、話合う。

定期考査
○ ○

10

谷川俊太郎「死んだ男の残したもの
は」
【知識及び技能】
我が国の言語文化の特質について理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
作品に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉える方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめる。

指導項目
・詩の音感とリズムに留意し、繰
り返し音読する。
・最初の三連のつながりを考慮し
つつ、「残したもの」と「残さな
かったもの」の意味するところを
説明する。
・最初の三連と第四連との違いを
指摘し、その理由を考える。
・第五連と最終連に込められた思
いを話し合う。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、またリズ
ムや連のつながりについて、その特色を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
詩の内容を読み取り、考えを深める。作品に
ついて話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
話し合った内容から、さらに自分の考えを深
める。

○ ○ ○ 10

志賀直哉「清兵衛と瓢箪」」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の解釈を踏まえて、人間、社
会、自然などに対するものの見方、
感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする方法を学ぶ。

指導項目
・主人公が瓢箪に夢中になってい
る様子を示す挿話をまとめる。
・冒頭と結末を除いた部分を四つ
の段落に分ける。
・瓢箪の異なる価格を比べ、その
理由について整理する。
・主人公に対して教員と父が怒っ
た理由をまとめる。
・小説の冒頭と結末に、「今」の
清兵衛を説明する文章が、物語上
どのような効果があるかをまとめ
る。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
小説の登場人物の気持ちを整理し、考えを深
められる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物や展開を整理し、まとめたり発表し
たりする力をつける。

○ ○ ○

１
学
期



合計

140

定期考査

３
学
期

魚住直子「卒業」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、展開、場面設定や描写
のしかた、表現の特色などを的確に
捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする方法を学ぶ。

指導項目
・具体的な表現から主人公の気持
ちを考える。
・この小説の中で、主人公をめぐ
る人間関係について、共感できる
表現を抜き出して整理する。
・この小説の題名が「卒業」であ
ることには、どのような意味がこ
められているか、自分の考えをま
とめる。

○ ○ ○

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また評論
の展開等について、その構造や特色を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
小説の内容を理解し、考えを深められる。こ
の小説について話し合える。
【学びに向かう力、人間性等】
小説を深く理解することや、内容のまとめや
発表に積極的に参加する。

○ ○

2

8

○ ○ 2

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
短編のテーマを読み取り、考えを深める。作
品について話し合う。感想を書いてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につける。

○ ○ ○

○○

中島京子「富岳百景」
【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や
表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品によるものの見方、感じ方、考
え方を捉える方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめる。ま
とめた内容をもとに発表する。

指導項目
・元になった太宰治も『富嶽百
景』が、作品にどのように生かさ
れているか、比較する。
・主人公が、初めは言い切ってい
た内容を、後に問わざるを得なく
なった理由を考え、まとめる。
・本文中で話材として使われた
り、引用されたりした文芸関連の
作品の中で、興味を持ったものを
選んで調査する。

○ ○ ○

10

定期考査

【知識及び技能】
本文中に登場する主な語句・語彙、また短編
の物語展開等について、その構造や特色を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の構成、登場する作品について調べ、考
えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連するものを積極的に調査し、まと
めたり発表したりする。

○ ○ ○ 10

山田詠美「ひよこの眼」
【知識及び技能】
文学的な文章の種類や特徴について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、展開、場面設定や描写
のしかた、表現の特色などを的確に
捉え、解釈の多様性について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする。

指導項目
・主人公の幹生に対する心情の変
化をまとめる。
・幹生が死を見つめていることを
示す表現を抜き出して整理する。
・書き出しと結末の段落に注意し
て、この小説の構成をまとめる。 ○ ○ ○ ○

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2･3 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　各種シアターゲーム。マイズ
ナーテクニック（繰返し）に新た
な負荷（イマジナリーサーカムス
タンス）を加えた繰返しを行い、
台本の立ち稽古を行う。

【知識・技能】
演劇の特性について理解を深め、それを生か
し、演劇だけでなく、たくましく生きるため
に必要な技能（コミュニケーション力、表現
力、工夫する力、折れない力）を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も
他者も）の可能性を信じ、追求する態度に
なっている。

○ ○ ○ 9

14

２
学
期

C 単元　マイズナーテクニックⅡと
台本
【知識及び技能】
演劇の特性について理解を深め、そ
れを生かし、演劇だけでなく、たく
ましく生きるために必要な技能（コ
ミュニケーション力、表現力、工夫
する力、折れない力）を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団
（自分も他者も）の可能性を信じ、
追求する態度を養う。

　各種シアターゲーム。マイズ
ナーテクニック（繰返し）に新た
な負荷（アクティビティ）を加え
た繰返しを行う。台本を渡し読み
し、セリフを覚える。

【知識・技能】
演劇の特性について理解を深め、それを生か
し、演劇だけでなく、たくましく生きるため
に必要な技能（コミュニケーション力、表現
力、工夫する力、折れない力）を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も
他者も）の可能性を信じ、追求する態度に
なっている。

○ ○ ○ 9

D 単元　マイズナーテクニックⅢと
台本
【知識及び技能】
演劇の特性について理解を深め、そ
れを生かし、演劇だけでなく、たく
ましく生きるために必要な技能（コ
ミュニケーション力、表現力、工夫
する力、折れない力）を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団
（自分も他者も）の可能性を信じ、
追求する態度を養う。

B 単元　マイズナーテクニックⅠ
【知識及び技能】
演劇の特性について理解を深め、そ
れを生かし、演劇だけでなく、たく
ましく生きるために必要な技能（コ
ミュニケーション力、表現力、工夫
する力、折れない力）を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団
（自分も他者も）の可能性を信じ、
追求する態度を養う。

　各種シアターゲーム。マイズ
ナーテクニック（繰返し）を行
い、自分の課題を認識し、それぞ
れのペースでその課題に立ち向か
う。

【知識・技能】
演劇の特性について理解を深め、それを生か
し、演劇だけでなく、たくましく生きるため
に必要な技能（コミュニケーション力、表現
力、工夫する力、折れない力）を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も
他者も）の可能性を信じ、追求する態度に
なっている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元 導入
【知識及び技能】
演劇の特性について理解を深め、そ
れを生かし、演劇だけでなく、たく
ましく生きるために必要な技能（コ
ミュニケーション力、表現力、工夫
する力、折れない力）を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団
（自分も他者も）の可能性を信じ、
追求する態度を養う。

　受信発信系、信頼協力系、洞察
系、瞬発力発想系、創造系、各種
シアターゲームで体と心をほぐ
し、マイズナーテクニックを行う
準備、表現者になるための準備を
する。
＊各種シアターゲームは今後毎回
授業の初めにウォーミングアップ
として行う。

【知識・技能】
演劇の特性について理解を深め、それを生か
し、演劇だけでなく、たくましく生きるため
に必要な技能（コミュニケーション力、表現
力、工夫する力、折れない力）を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も
他者も）の可能性を信じ、追求する態度に
なっている。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

劇表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

演劇の特性について理解を深め、それを生かし、
演劇だけでなく、たくましく生きるために必要な
技能（コミュニケーション力、表現力、工夫する
力、折れない力）を身に付ける。

演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現力
を育成する。

演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も他
者も）の可能性を信じ、追求する態度を養う。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

飛鳥 国語 劇表現
国語 劇表現 2

なし

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。



合計

70

10

３
学
期

F 単元　本番
【知識及び技能】
【知識及び技能】
演劇の特性について理解を深め、そ
れを生かし、演劇だけでなく、たく
ましく生きるために必要な技能（コ
ミュニケーション力、表現力、工夫
する力、折れない力）を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団
（自分も他者も）の可能性を信じ、
追求する態度を養う。

稽古の成果を発表する。 【知識・技能】
演劇の特性について理解を深め、それを生か
し、演劇だけでなく、たくましく生きるため
に必要な技能（コミュニケーション力、表現
力、工夫する力、折れない力）を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も
他者も）の可能性を信じ、追求する態度に
なっている。

○ ○ ○ 14

E 単元　台本稽古
【知識及び技能】
演劇の特性について理解を深め、そ
れを生かし、演劇だけでなく、たく
ましく生きるために必要な技能（コ
ミュニケーション力、表現力、工夫
する力、折れない力）を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団
（自分も他者も）の可能性を信じ、
追求する態度を養う。

　各種シアターゲーム。マイズ
ナーテクニック（繰返し）は
ウォーミングアップとして行い、
台本稽古をメインに行う。

【知識・技能】
演劇の特性について理解を深め、それを生か
し、演劇だけでなく、たくましく生きるため
に必要な技能（コミュニケーション力、表現
力、工夫する力、折れない力）を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇を通して、あらゆる個人や集団（自分も
他者も）の可能性を信じ、追求する態度に
なっている。

○ ○ ○

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３年次用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 年次 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

16

Ｄ単元 　実技課題Ⅲ
【知識及び技能】演劇の本質や根本
に対する理解を深め、創造的な表現
をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じ
て、社会で生きていくために必要な
主体性を持って様々な人々と協働し
て学ぶ態度を養う。

・エチュード（即興劇・練習劇）
・演技メソッド
・台本劇

出席・授業参加・授業態度・実技・レポー
ト等
【知識・技能】
演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造
的な表現をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じて、社会
で生きていくために必要な主体性を持って
様々な人々と協働して学ぶ態度になってい
る。

〇 〇 〇 16

出席・授業参加・授業態度・実技・レポー
ト等
【知識・技能】
演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造
的な表現をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じて、社会
で生きていくために必要な主体性を持って
様々な人々と協働して学ぶ態度になってい
る。

〇 〇 〇

２
学
期

Ｃ単元 　実技課題Ⅱ
【知識及び技能】演劇の本質や根本
に対する理解を深め、創造的な表現
をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じ
て、社会で生きていくために必要な
主体性を持って様々な人々と協働し
て学ぶ態度を養う。

・各種トレーニング
・殺陣
・剣術
・立ち回り

14

Ｂ単元  実技課題Ⅰ
【知識及び技能】演劇の本質や根本
に対する理解を深め、創造的な表現
をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じ
て、社会で生きていくために必要な
主体性を持って様々な人々と協働し
て学ぶ態度を養う。

・エチュード（即興劇・練習劇）
・演技メソッド
・台本劇

出席・授業参加・授業態度・実技・レポー
ト等
【知識・技能】
演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造
的な表現をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じて、社会
で生きていくために必要な主体性を持って
様々な人々と協働して学ぶ態度になってい
る。

〇 〇 〇 14

出席・授業参加・授業態度・実技・レポート
等
【知識・技能】
演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造
的な表現をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じて、社会
で生きていくために必要な主体性を持って
様々な人々と協働して学ぶ態度になってい
る。

〇 〇 〇

１
学
期

A 単元 導入
【知識及び技能】演劇の本質や根本
に対する理解を深め、創造的な表現
をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じ
て、社会で生きていくために必要な
主体性を持って様々な人々と協働し
て学ぶ態度を養う。

・呼吸法トレーニング
・発声法トレーニング
・身体表現トレーニング
・感情表現トレーニング
・演技トレーニング
・アクショントレーニング
・キャラクター作り
・セリフ作り
・シナプソロジーゲーム
・インプロゲーム
・演劇史

演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造的
な表現をするために身体及び様々な材料を活用
する技能を身に付ける。

演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。

演劇をともに作っていく活動を通じて、社会で
生きていくために必要な主体性を持って様々な
人々と協働して学ぶ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

なし

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使っている。

「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

演劇論

飛鳥 国語 演劇論
国語 演劇論 2



出席・授業参加・授業態度・実技・レポー
ト等
【知識・技能】
演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造
的な表現をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じて、社会
で生きていくために必要な主体性を持って
様々な人々と協働して学ぶ態度になってい
る。

〇 〇 〇

合計

70

出席・授業参加・授業態度・実技・レポー
ト等
【知識・技能】
演劇の本質や根本に対する理解を深め、創造
的な表現をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断力，表現
力が育成されている。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じて、社会
で生きていくために必要な主体性を持って
様々な人々と協働して学ぶ態度になってい
る。

〇 〇 〇 10

Ｅ単元 　実技課題Ⅲ
【知識及び技能】演劇の本質や根本
に対する理解を深め、創造的な表現
をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じ
て、社会で生きていくために必要な
主体性を持って様々な人々と協働し
て学ぶ態度を養う。

・エチュード（即興劇・練習劇）
・演技メソッド
・台本劇

３
学
期

Ｄ単元 　実技課題Ⅲ
【知識及び技能】演劇の本質や根本
に対する理解を深め、創造的な表現
をするために身体及び様々な材料を
活用する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
演劇を通して創造的な思考力，判断
力，表現力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】
演劇をともに作っていく活動を通じ
て、社会で生きていくために必要な
主体性を持って様々な人々と協働し
て学ぶ態度を養う。

・各種トレーニング
・殺陣
・剣術
・立ち回り


